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刊行のことば

　玉名市は、縄文時代から今日に至るまで長い歴史を持ち、豊富な文化財が所在す

る地域です。市域の中央部に菊池川が流れ、川と共に発展した地域です。熊本県北

部における政治経済・教育文化・観光の拠点としてさらなる発展を遂げようとして

います。このような中で、玉名市教育委員会では市内に所在する文化財の指定と適

切な管理・活用に常に取り組んでいるところであります。

　今回、刊行した文化財調査報告書は、高瀬官軍墓地に関する調査内容をまとめた

ものです。明治 10年の西南戦争では、玉名市域も高瀬を中心に戦場となり、多くの

貴重な人命が失われました。戦いのあとに高瀬で官軍墓地が造営され、陸軍将兵や

警視局の戦没者など 395 名が葬られました。それ以来、長年大切にされてきた墓地

ですが、管理が難しくなり墓碑の風化も進んだため昭和 38 年に合祀塔に改葬され、

跡地は児童遊園地と第３保育所になりました。平成 4年には保育所が廃止され、平

成 24 年に一部が遊休国有地として売却されることになります。その後、「慰霊の場

として大切にすべき」との市民の声を踏まえて、市が一部を取得し公園として整備

することになりました。ところが、整備前に行った発掘調査で、敷地内にはまだ改

葬されていない人骨が残されていることがわかりました。このため、官軍墓地とし

ての歴史的な価値を大切にしながら保存・活用するため、平成 27年に玉名市の史跡

に指定しました。戦争初期に設置された高瀬官軍墓地は、病院として使われた高瀬

の各寺院とともに、西南戦争の歴史を今に伝える貴重な存在です。

　今後、慰霊の場として大切にしていくとともに、学習の場やまちづくりの核、観

光資源として、史跡の価値を生かした整備を検討していきます。今回の調査結果が、

市民の皆様を始め多くの方々の文化財に対する理解の一助となれば幸いです。

　最後になりましたが、調査にあたっては、各方面で多くの方々にご指導、ご協力

を賜ったことに対しまして厚くお礼を申し上げます。

　　平成 30年 3月 2７日

玉名市教育委員会
教育長　池田　誠一



例  言

 １． 本書は、玉名市教育委員会が国からの補助を受けて実施した、玉名市指定史跡の高瀬官軍墓地の

確認調査結果報告書である。

２． 調査は、玉名市教育委員会文化課が実施し、年度ごとの主な担当者と業務内容は以下のとおり。

　　 平成 26 年度  確認調査 父雅史

　　 平成 27 ～ 28 年度 測量、確認調査 末永　崇

　　 平成 29 年度  報告書作成 末永　崇

３． 本書掲載のトレンチ、遺構の実測図は、各年度担当者が作成した。

４． 出土遺物の実測は、古閑敬士、大倉千寿、末永が行い、製図は江見恵留が行った。

５． 本書に掲載した写真の撮影は、調査時の写真を各担当者が、遺物写真の撮影を末永が行った。

６． 平成 26 年度調査での出土人骨の実測、取り上げは、人類学研究機構の松下真実氏、松下孝幸氏に

委託した。

７． 整理作業は玉名市文化財整理室で行った。

８． 出土遺物は、玉名市文化財整理室で保管している。

９． 本書の編集及び執筆は玉名市教育委員会で行い、末永が担当した。
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第Ⅰ章　調査の概要

第 1 節　調査に至る経緯

　西南戦争による熊本県内での官軍の戦死者は数千名にものぼり、県内に 21 カ所、玉名市域では高瀬町

に官軍墓地が設置された。高瀬官軍墓地の埋葬者は、田原坂・吉次の戦いで負傷し、高瀬町の病院 ( 町内

の 10 カ寺程度 ) に収容された後死亡した人が大半で、全 395 人 ( 内警視隊墓地 18 人 ) に上る。

　高瀬や田原坂の戦いが終結したあとから官軍墓地の建設準備が始められ、最終的に明治 11 年 8 月に警

視隊の戦没者墓碑が建立され、高瀬官軍墓地として整備された。

　高瀬官軍墓地はその後、墓碑などの傷みがひどくなったことなどから昭和 38 年に改葬されて合祀塔に

祀られ、跡地に第 3 保育所が設置された。保育所が廃止された後は園舎部分が国に返還され、園庭部分

が高瀬児童遊園地に、合祀塔の部分が高瀬官軍墓地公園となっていた。国に返還された部分については、

市民の強い要望もあり、２／３を玉名市が取得し、残り１／３の無償貸与を受けて、都市公園として整備

することとなった。

　高瀬官軍墓地公園整備工事に伴い、文化財保護法第 94 条による埋蔵文化財発掘の通知があり、平成

26 年から確認調査を行った。

明治 10 年	 西南戦争　官軍墓地造営

明治 11 年	 警視隊戦没者墓碑建立

昭和 36 ～ 38 年　改葬

昭和 39 年	 高瀬児童遊園地設置

昭和 40 年	 玉名市立第 3 保育所着工

昭和 41 年	 合祀塔建立

平成	3	年	 第 3 保育所廃止翌年解体

平成 20 年	 財務局地下埋設物調査

平成 24 年	 玉名町区長会長及び地域住民から「官軍墓地跡地（元第三保育所跡地）再利用整備について

の要望書」提出（2 月 27 日）

平成 24 年	 市議会一般質問「官軍墓地の整備について」

平成 26 年	 国有財産売買契約及び国有財産無償貸付契約締結

	 	 公園整備に伴う埋蔵文化財発掘通知提出　旧園舎部分埋蔵文化財確認調査

平成 27 年	 測量調査、踏査　「高瀬官軍墓地」として玉名市の史跡に指定

平成 28 年	 高瀬官軍墓地公園、高瀬児童遊園地部分の埋蔵文化財確認調査

平成 29 年	 高瀬官軍墓地調査報告書作成
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第 1節　調査に至る経緯

第 1図	 高瀬官軍墓地位置図
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第２節　調査の組織

平成２６年度		 	 平成２７年度

調査主体	 玉名市教育委員会	 調査主体	 　玉名市教育委員会

調査責任	 教育長　　池田誠一	 調査責任	 　教育長　　池田誠一

調査総括	 教育部長　伊子裕幸	 調査総括	 　教育部長　伊子裕幸

	 	 文化課長　中山富雄	 	 　文化課長　中山富雄

	 	 課長補佐　竹田宏司	 	 　課長補佐兼文化財係長　竹田宏司

	 	 文化係長　小山　博	 調査事務	 　参事　　　西嶌涼子

調査事務	 参事　　　西嶌涼子	 調査担当	 　主査　　　末永　崇

調査担当	 技術主任　 父雅史

調査作業員	 塚本廣二　松村利男

平成２８年度		 	 平成２９年度	　

調査主体	 玉名市教育委員会	 調査主体	 　玉名市教育委員会

調査責任	 教育長　池田誠一	 調査責任	 　教育長　　池田誠一

調査総括	 教育部長　伊子裕幸	 調査総括	 　教育部長　戸嵜孝司

	 	 文化課長　竹田宏司	 	 　文化課長　竹田宏司

	 	 文化係長　上村健也（5 月 31 日まで）	 	 　文化係長　田中康雄

	 	 　　　　　田中康雄（6 月 1 日から）	 報告書担当　　参事　末永　崇

調査担当	 主査	 末永　崇

発掘作業員	 中島明子　松藤ケイ子

調査協力、指導　　玉名市文化財保護審議会、人類学研究機構、玉名町 11 区

　　　　　　　　　中原幹彦（熊本博物館）、岡本真也（熊本県教育庁教育総務局文化課）

第３節　市指定内容

（１）指定記号番号	 玉市指第７５号　　　指定区分　　史跡

（２）名　　　　称	 高瀬官軍墓地

（３）指定（告示）年月日　　平成２７年７月２１日　　玉名市教育委員会告示第１０号

（４）面　　　　積	 ２１８５．２１㎡

（５）所 在 地 （地番、地目、地積を含む。）

	 玉名市高瀬字横町３３８番１　宅地　７１０．１５㎡

	 玉名市高瀬字横町３３８番４　宅地　７３２．００㎡

	 玉名市高瀬字横町３３８番５　墓地　３８８．００㎡

	 玉名市高瀬字横町３３８番６　宅地　３５５．０６㎡

（６）所有者及び権原を持つ占有者（権原内容を付記する。）並びに管理責任者の氏名又は名称

	 玉名市高瀬字横町３３８番１　所有者　玉名市

	 玉名市高瀬字横町３３８番４　所有者　国　　管理者　玉名市

	 玉名市高瀬字横町３３８番５　所有者　国　　管理者　玉名市

	 玉名市高瀬字横町３３８番６　所有者　国　　管理者　玉名市
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第　図　高瀬官軍墓地周辺主要遺跡分布図

(S=1:10000)0 (S=1:10000) 1km1km

1 高瀬官軍墓地
2 清源寺跡
3 蒼園山願行寺
4 保田木城・高瀬町奉行所跡
5 光蓮寺跡
6 大覚寺
7 永徳寺
8 延久寺
9 西光寺

10 光浄寺
11 高瀬本町通遺跡
12 常安寺
13 高瀬裏川
14 高瀬目鏡橋
15 宝成就寺跡
16 宝成就寺古塔碑群・石仏群
17 明教寺
18 妙法寺

19 長福寺
20 高瀬御蔵跡・高瀬御茶屋跡
 高瀬船着場跡
21 高瀬川床遺跡
22 繁根木八幡宮
23 稲荷山古墳
24 繁根木山寿福寺跡
25 伝左山古墳
26 繁根木遺跡群

27 亀甲遺跡群
29 東岩崎遺跡
30 岩崎城跡
31 池田遺跡群
32 玉名平野遺跡群
33 金地山松林寺跡
34 松林寺山古墳
35 桃田遺跡群
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第 3節　市指定内容

第 2図	 高瀬官軍墓地周辺主要遺跡分布図
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第Ⅱ章　遺跡の概要

第１節　地理的環境

　高瀬が所在する玉名市は、熊本県北部の菊池川下流域を中心とし、市域は南北約 17km、東西約

14.5km、面積約 153k㎡に人口約 6 万 8 千人を有する。

菊池川は、熊本県北部に位置する一級河川で、阿蘇外輪山を源とし、菊池、山鹿、玉名地域を貫流して有

明海へと注ぐ。本流の流路延長約 61.2km、主な支流は繁根木川、木葉川、内田川、江田川、合志川、岩

野川などの河川 66、流域面積 996k㎡である。

　菊池川右岸、市の北側に位置する小岱山は、風化の進んだ花崗岩山塊で、南側にかけて緩やかな丘陵地

帯が広がっている。市街地は、低い洪積台地が侵食を受けた低く緩やかな丘陵上に形成され、低地は主に

水田になっている。菊池川左岸は、金峰山系の丘陵地が菊地川まで迫り、右岸同様に低丘陵上に集落が形

成されている。

　流域には、阿蘇溶結凝灰岩が浸食されてできた露頭が多くみられる。それらは「灰石（はいいし）」と

呼ばれ古墳時代以降、石棺、石塔や石碑、石垣などの建築材などに多く利用され、石切場が点在している。

菊池川の堆積作用によって、河口付近には常に土砂が供給されて干潟が形成される。この干潟を耕作地と

して利用することが進められ、近世初頭の加藤清正肥後入国後から本格的に干拓事業が実施された。干拓

事業は江戸時代以降から現代の国営干拓まで連綿と続けられ、菊池川下流域の大部分は干拓によって新た

に造成された土地である。

　高瀬は菊池川の土砂運搬作用で形成された砂洲であり、その一帯を意味する「高洲」が「高瀬」に転訛

したといわれている。高瀬の北側に所在する保田木神社周辺は、高瀬では標高が最も高く、縄文時代の貝

塚が確認されている。縄文海進時には、高瀬付近まで海岸線であったと考えられる。

　中世から近世・近代にかけて、高瀬に関わる交通網は、筑後の三池から高瀬を経て植木町へ至る三池往

還が、地域の主要道として機能していた。また、高瀬から南関までの繁根木川沿いの道や、菊池川沿いに

山鹿、菊池方面への道もあった。陸路以外にも、高瀬の川港を中心とした水上交通が発達し、少なくとも

中世には機能していた。

第２節　歴史的環境

　古代の玉名郡においては、現在の玉名市立願寺を中心として、白鳳期から奈良時代の瓦が大量に出土す

る立願寺廃寺のほか、玉名郡倉推定地、玉名郡家跡などの郡衙関連施設が所在したとされる。玉名郡司は、

玉名郡和水町瀬川出土の銅板墓誌にも名前がみえる日置氏であり、立願寺一帯を根拠地にしていたとみら

れる。その日置氏も平安時代後期には、菊池川沿いに進出してきた菊池氏によって次第に勢力を弱めていっ

たとみられる。

　平安時代後期から鎌倉時代にかけては、玉名郡内に荘園が成立していった。現在の荒尾市方面の野原荘、

菊池川右岸の玉名市中央部から岱明町にかけての大野別符、菊池川左岸の伊倉を中心とした伊倉別符、菊

池川右岸の玉名市玉名より上流にかけての仁和寺領玉名荘、玉名市梅林付近の安楽寺領玉名荘、南関町方

面の臼間野荘がある。荒尾の野原荘は、宇佐弥勒寺喜多院を領家とし、岩清水八幡宮を本家としていた。

鎌倉時代には関東御家人の小代氏が地頭職を得てその後戦国時代に至るまで一貫して地頭職を継いだ。仁
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和寺領玉名荘は、王家領の無量光院山鹿荘の一部を分割して仁和寺仏母領として成立した。伊倉別符は、

日置氏の所領であったのが、のちに宇佐八幡宮の所領となった。

　大野別符は、現在の玉名市高瀬、立願寺、築地と岱明町を含む一帯で、高瀬の隣接地の繁根木には荘鎮

守と考えられる繁根木八幡宮とその神宮寺の寿福寺があった。寿福寺は明治時代以降廃寺となったが繁根

木神社は現存する。

　高瀬が史料上初めて登場するのは、鎌倉時代の元亨元年（1321）の阿蘇社進物文写で、その中に「たかせ」

の地名がみられる。寿福寺や宝成就寺の創建年代から、鎌倉時代あるいはそれ以前の段階で、すでに菊池

川沿いの拠点的な地域として発展していたと考えられている。

　南北朝時代には、九州に征西将軍として懐良親王が菊池武光によって迎えられた。菊池氏は懐良親王を

奉じて九州の南朝方の中心として、一時は大宰府を占拠して征西府を打ちたてるなど優勢だったが、長く

は続かなかった。この頃の玉名地域の各領主は、主に菊池氏の影響下で活動していたと考えられる。

　高瀬では、菊池氏の影響がますます強まり、菊池武光の弟の武尚が、高瀬の保田木城を拠点とし、その

息子の武国から高瀬氏を名乗るようになった。正平 9 年（1354）に武尚が清源寺に土地を寄進し、この

頃から高瀬は本格的な発展期を迎えた。正平 9 年以降文明 18 年（1486）まで、高瀬氏が所領を寺院に

寄進するなどの文書が多く残っており、高瀬に強い影響力を持っていた。

　江戸時代になると、高瀬の重要性はますます高まり、熊本・八代・高瀬・川尻・高橋は「五カ町」と称

され、郡奉行の支配から独立して運営された。高瀬城の地点に高瀬町奉行所が置かれ、高瀬に隣接する繁

根木には、玉名郡代と坂下会所が置かれ、玉名郡の中心部としての整備が進められた。

　江戸時代以降は港機能以外にも関連施設が整備され、参勤交代や藩内巡検の際の宿泊所として御茶屋が

建設された。その南側隣接地には、年貢米を管理する藩営の御蔵が整備され、菊池川流域を中心とした地

域の年貢米が集められた。江戸時代の熊本藩は、全国的の米の産地として知られ、年貢米を大坂の堂島へ

送るため、津端三蔵と呼ばれる高瀬・川尻・八代の各御蔵を整備した。高瀬御蔵には、菊池川流域の玉名・

山鹿・菊池・山本郡内からの年貢米が納められ、嘉永年間には最大 25 万俵ほどが集積された。堂島への

積み出し量は、文化年間の船積量が藩全体で約 40 万俵であり、うち高瀬 20 万表、川尻 15 万俵、八代 5

万俵と、高瀬御蔵では藩内の約半数の年貢米が取り扱われた。

　高瀬以外にも、下流の大浜町や晒も大きく発展し、また千田などに俵ころがしが設けられ、菊池川全体

で高瀬を中核とした水運機能が整備された。

第３節　西南戦争概論と高瀬の戦い

　国内最後の内戦といわれる西南戦争は、明治 10 年（1877）2 月 14 日、薩軍が鹿児島から熊本に向けて、

南国では珍しい豪雪の中を出発したことから始まる。熊本鎮台が置かれている熊本城では、既に 1 月上

旬から 2 月上旬にかけての鹿児島の弾薬強奪事件の報を受け、2 月 7 日ごろから食糧の買い入れなど籠城

の準備を進めていた。乃木希典少佐率いる第 14 連隊第 1 大隊左半大隊も 19 日に熊本城に入ったが、同

日に原因不明の出火によって天守閣などが焼失した。そのような中で 21 日には薩軍の先発隊が川尻に到

着し、以下続々と熊本に迫ってきた。薩軍挙兵の報を聞き、熊本でもそれに呼応する動きがあった。藩政

時代の学校党と呼ばれる一派を主体とし、玉名郡横島村に居を移していた池辺吉十郎を隊長とする熊本隊

や、自由民権を唱える一派で構成された熊本協同隊が挙兵し、薩軍と共に行動するようになった。

第２節　歴史的環境
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第 3図	 熊本県北部の戦闘経緯図
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第 3節　西南戦争概論と高瀬の戦い

第 4図	 高瀬周辺の戦闘経緯図
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　薩軍は 2 月 22 日ごろから熊本城下を占拠し、熊本城攻撃を開始した。薩軍による猛烈な攻撃で鎮台参

謀長樺山資紀中佐が負傷、第 13 連隊長與倉知実中佐が負傷後戦死という被害にもかかわらず、城は落ち

ずに戦況は膠着状態となった。

　熊本城の攻防戦と並行して、福岡方面からやってくる官軍と、それを迎え撃とうとする薩軍が、各地で

接触して激しい戦闘を行った。22 日に、北九州の小倉からの第 3 大隊右半大隊と、熊本城を出ていた乃

木少佐の第１大隊左半大隊が高瀬で合流して熊本城へ移動中、植木周辺で待ち伏せしていた村田三介率い

る第 5 番大隊 2 番小隊と戦闘になり、さらに伊藤直二率いる 4 番大隊 9 番小隊が加わり白兵戦となった。

この戦いのあと官軍は木葉に、薩軍は鹿子木（熊本市）にそれぞれ引き返した。22 日の夜に植木で衝突

したという知らせを受け、熊本城包囲中の薩軍から6個小隊1200名が23日午前3時に高瀬方面へ向かった。

　高瀬には、県北各地で戦闘が始まりつつある中、続々と官軍が集結していた。山鹿は薩軍の一隊と熊本

協同隊などが占拠しており、官軍は南関、高瀬方面を確保していた。高瀬は陸上交通と海上交通の接点で

もあり、兵站地として重要な拠点であった。官軍は、繁根木八幡宮一帯と繁根木川沿いの船隈（船島）を

本営とし、高瀬川右岸を中心に部隊を配置していた。対する薩軍は、伊倉に駐屯した熊本隊などが高瀬川

左岸を中心に展開し、23 日から 27 日にかけて高瀬川周辺で激しい戦闘となった。

2 月 25 日の戦闘

　第十四連隊の津森大尉ら 300 名は石貫村の山腹を経て岩崎原を進軍し、石丸大尉らは本道を南下し、

一部を玉名村の山に出し陽動させ、藤井大尉は石貫川堤防に散開、山根大尉らの先鋒が夜明けの高瀬町に

入る。高瀬の官軍に対し、前日 24 日に熊本隊が伊倉に入り、小天にも薩軍が入っていた。午後 4 時を期

して伊倉 400 名、小天 300 名、木葉 500 名、山鹿 1000 名が高瀬へ進軍した。高瀬大橋を渡って町へ切

り込む隊、千田渡を渡河する隊がある。官軍は東京鎮台第一連隊・大阪鎮台第八連隊が到着、玉名村と高

津原へ展開、繁根木・岩崎・中村で砲戦、午後 8 時には戦い止んで船隅へ引き揚げる。

2 月 26 日の戦闘

　午前 1 時三好重臣少佐石貫へ到着、5 時には官軍出発、迫間を出発した隊は南関へ前進中の薩軍を認め、

白石で戦闘。この時負傷した薩軍 18 人は下村の平畑で集団自決している。官軍はさらに安楽寺から木葉

に進み、23 日の死屍を収容し、伏兵有とみた国見山に放火、木葉山は全山猛火に包まれる。進んで待機

していたところ、三好少佐から撤退せよと午後 3 時再度厳命を受ける。伊倉にあった熊本隊は寺田で待

ち伏せしていた第一・第八連隊に遭遇、重囲に陥り下腹に銃創を負った池部吉十郎らは夜半吉次峠にたど

り着く。

2 月 27 日の戦闘

　前日午後京町に集合した薩軍 2800 人は徹夜で高瀬に向かう。三手に分かれて高瀬へ迫ろうとした。右

翼の桐野利秋隊は高瀬の上流に迂回して内田渡しから南下、玉名大神宮にたてこもる。三好少佐は督戦中

負傷、乃木少佐は大神宮を奪還しようと攻撃中負傷。午後野津鎮雄少将到着、山砲の力を借りて 6 時よ

うやく撤退させる。中央の篠原国幹隊、左翼の村田新八隊は高瀬対岸に到着したが渡河できない。村田隊

は下流の大浜に迂回、渡河して岩崎原の第八連隊を攻撃、官軍は繁根木・永徳寺に放火、高瀬御蔵も炎上。

西郷隆盛の弟で 1 番大隊 1 番小隊長の西郷小兵衛は、繁根木川堤防沿で左胸に銃弾を受けた。薩軍は永

徳寺村の橋本家の雨戸を借り受け、小兵衛を薩軍本営まで運んだが途中で絶命した。後日、夫人から感謝

の書簡が送られ、現在も橋本家に保存されている。のち昭和 10 年永徳寺の繁根木川堤防に、西郷小兵衛
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戦死の碑が建てられた。

　高瀬の戦いは官軍優勢であり、薩軍は高瀬方面から撤退した。熊本城も未だ陥落せず、次の戦いは最大

の激戦地となった田原坂・吉次峠付近に移っていった。

　当時の高瀬から熊本へ向かう主要道は、高瀬－木葉－植木を通るルートであった。最も整備された道で

馬車などが通行可能で、大量の人員や物資弾薬の輸送に必要不可欠な道だった。それ以外にも、金峰山系

の二ノ岳、三ノ岳の丘陵を山越えするルートもあり、吉次峠付近を通って熊本へ向かうことが可能だった。

木葉－植木間の、木葉川から植木の台地上へ登っていく地点にある田原坂は、狭く曲がりくねり、高低差

があった。薩軍はこの田原坂の地形を利用して強固な陣地を構築し、吉次峠、半高山付近の丘陵にも兵を

配置して高瀬から熊本へ進軍してくる薩軍を撃退しようとした。3 月 4 日ごろから田原坂の薩軍に官軍が

攻撃を開始し、この日から約 17 日間に渡って死闘が繰り広げられた。官軍は最新の装備で武器弾薬も豊

富だったが、薩軍は幾度の実戦で鍛えられた歴戦の士族であり、装備の劣勢を白兵戦での切り込みで補い、

両軍とも一進一退の攻防を続けた。薩軍の切り込みに対しては、戊申戦争で恨みを持つ元会津藩出身の警

視庁巡査たちが抜刀隊を編成して対抗することを申し出て、高瀬で急遽集められた日本刀を受領し、戦線

へ突入していった。戦いは兵力・物量に勝る官軍に次第に有利に進み、田原坂の薩軍は敗退した。4 月に

なると吉次峠を守備していた熊本隊も敗退し、官軍によって退路を絶たれることを恐れた植木、三ノ岳方

面の薩軍は、ついに4月15日一斉に退去、落としきれなかった熊本城も囲みを解いて木山方面に撤退した。

その後は御船、人吉などで薩軍は敗退を続け、最後は鹿児島の城山に籠り、西郷隆盛以下自決して戦闘は

終わった。

　高瀬の戦いは、西南戦争序盤での重要な戦いで、薩軍にとって県北の要所である高瀬を確保できなかっ

たことは、その後の戦況に大きく影響し、受け身に回って田原坂での決戦を余儀なくされた。官軍にとっ

ては、重要な兵站地を確保できたことで、田原坂の戦いを有利に進め、勝利に導くことができた。

　この戦いで高瀬の街並みの多くが焼失した。火災は主に町域の南側一体が中心で、高瀬町 188 戸、繁

根木村 60 戸、永徳寺村 52 戸に及ぶ。高瀬御蔵、御茶屋はこの時完全に焼失した。また民間人も軍夫と

して徴用され、食糧弾薬の輸送などの作業に従事した。軍夫の募集は、各村に割り当てがあり、なり手が

いない場合は村の役人が勤めることもあった。参加した軍夫やその他の民間人も戦闘の巻き添えで死亡・

負傷することがあり、手当金が支給された。

第４節　高瀬での救護体制と官軍墓地の設置

　高瀬の寺院は繃帯所（病院）として利用され、田原坂の戦いなどで多くの負傷者が運ばれた。2 月 22

日には小繃帯所を高瀬に設置、3 月 3 日には延久寺に大繃帯所を設置、3 月 12 日には南関病院を合併し

て高瀬病院が設置された。4 月 8 日の時点では、第 10 病舎まで開設されたといい、高瀬のほぼすべての

寺院が病舎として利用されたと考えられる。当時の高瀬に所在した寺院は、大繃帯所となった延久寺をは

じめ、明教寺、妙法寺、大覚寺、西光寺、光浄寺、願行寺、光蓮寺、光尊寺、常安寺で、ちょうど 10 寺

が所在した。延久寺は、最初繃帯所、のち高瀬病院となり、西南戦争における高瀬での救護体制の中核を

担っていたと考えられる。

　高瀬官軍墓地の埋葬者の死亡年月をまとめた表が第２表である。もっとも早い死亡日が 2 月 22 日であ

り、高瀬に小繃帯所が設置された日と一致する。戦いが大きくなるにつれ、続々と負傷者が増加したよう

第４節　高瀬での救護体制と官軍墓地の設置



延久寺（高瀬病院、大繃帯所）

明教寺

妙法寺

大覚寺

西光寺

常安寺

願行寺

光蓮寺

光浄寺

光尊寺

高瀬官軍墓地

第　図　　高瀬の寺院配置図

昭和 3年作成高瀬町実測平面図（玉名市史絵図・地図編付図）から編集作成 (S=1/3000)0 100m
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第 5図	 高瀬の寺院（病院）位置図
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で、病舎に収容しきれない負傷者は南関を経て久留米方面へ輸送するようになった。当初は陸路輸送であ

り、人数の増加で対応困難であったことから、晒や長洲の沖洲で船が手配され、海路にて久留米へ輸送した。

　熊本県立図書館に所蔵される県政資料の「新設埋葬地御届」によると、願行寺や高瀬町共有埋葬地に明

治 10年 7月に陸軍墓地が新設されたことが記されている。また同じ敷地内にある警視隊墓碑については、

明治 11 年 8 月と刻まれ、県政資料「事変西南ノ役」によれば、「陸軍墓地内警視局員埋葬人員数 / 明治

11 年 8 月建設」とあるため、陸軍墓地として整備されたあとに警視隊の墓石が設置されたことがわかる。

　第２表にまとめられている高瀬官軍墓地の埋葬者の死亡年月日は 2 月から 4 月、石の墓碑が配置され

墓地として整備されるのが明治 10 年 7 月で、警視隊墓碑の整備まで完了するのが明治 11 年 8 月である。

死亡から整備が始まるまでの期間があるが、死亡者は逐次木製墓碑で埋葬された。玉東町正念寺には墓地

整備後の木製墓標が建築材として再利用されていた。

　県政資料「事変西南之役」の戦死墓碑によると、高瀬官軍墓地には、陸軍士官 28 名、下士官 75 名、

兵卒 269 名、軍夫 4 名、軍団会計部 1 名、警視隊の警部補 2 名、巡査 16 名の計 395 名が葬られている。「玉

名郡高瀬町字北屋敷陸軍埋葬図」と「高瀬町陸軍墓地内警視局員埋葬地略図」では、中央の通路を挟んで

陸軍関係者の墓石が 9 列並び、北西側に軍団会計部の陸軍会計軍吏補 1 名の墓碑が配置される。西側に

は警視隊の墓碑が置かれ、巡査 16 名の墓碑が 1 列、南側に警部補 2 名の墓碑が配置されている。敷地周

りは土手と石垣で囲まれて整備されているのが後世の写真でも判明する。

第４節　高瀬での救護体制と官軍墓地の設置

第 1表　西南の役　高瀬陸軍病院収容者数の推移 第 2表　高瀬官軍墓地の墓碑死亡年月日別人数

前川清一 2013「高瀬官軍墓地の成立とその後について」『歴史玉名』

第 63号	より転載

玉名歴史博物館こころピア編	1994『西南之役 120 年	戦場そして基地高瀬』より転載
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第Ⅲ章　高瀬官軍墓地の調査内容

第１節　調査の経緯及び方法

　平成 26 年度の調査では、主に玉名市が市有地として取得した東半分を対象とし、トレンチ調査によっ

て墓坑の状況、埋葬状況、改葬状況などの把握を目的とした。

　対象地内に 15 ヶ所の試掘溝を設定し、状況を確認した。その結果、改葬の際に完全に堀上げを行って

おらず、当時の墓坑が人骨ともども残されていることが確認された。人骨のほか、弾丸、身に着けていた

服のボタンなどが出土した。墓地周辺には氏名が明らかな墓石なども散乱していることが確認された。ま

た、官軍墓地造営以前の遺構も確認されており、かつて存在した清源寺、若しくは願行寺の敷地内であり、

中世の保田木城跡の範囲と考えられている。

　平成 27 年度は、敷地の測量を行い、平成 26 年度の調査結果をもとに玉名市の史跡として指定した。

平成 28 年には、西半分について確認調査を行った。その結果、溝状墓坑が一基検出され、一部を掘削し

たところ、一体分が座った状態で埋葬されているのが確認された。人骨のほかボタンや鉄製品が出土した。

　平成 29 年度に関連調査及び出土遺物整理を行い、調査報告書を作成した。トレンチ番号は、調査年度

ごとに付した通し番号で掲載した。

第２節　平成 26 年度の調査

　平成 26 年度は、敷地内の東側（玉名市高瀬 338-1 番地、338-6 番地）について調査を行った。敷地内

に 1 トレンチから 15 トレンチを設定し、重機及び人力で掘削を行って状況を確認した。以下、トレンチ

ごとに状況を記す。

１トレンチ（第 10 図）

　調査地北東側に設定したトレンチで、東西約 8m、南北約 5m を十字状に掘削した。東側は拡張して 8

トレンチとした。

　旧保育所の基礎に伴う撹乱や平成 21 年度の財務局による地下埋設物調査に伴う撹乱によって墓地本来

の情報がかなり失われている。人骨の小片が当初から出土したため、掘削を中断して精査を行ったとこ

ろ、銃弾等も残存していることがわかった。よって、その範囲が不明確であったため 2 か所において南

北方向にトレンチを拡張した。その結果、東西方向に幅約 2 ｍの溝状墓坑があることがわかり、西側に

おいてほぼ全身の状態がわかる人骨 1 体分を確認した。付近にはほかに人骨が確認され、取り上げ後の

鑑定で 6体分の人骨があることが判明した。判断が困難であるが、後世に攪乱を受けた部分と判断される。

財務局試掘時の関係者から「掘削時に人骨が出たため、採集し線香をあげて埋め直した」との証言があっ

た。

　原位置を留めているとみられる完全な 1 体（ST-1）は、全身を伸ばし、やや膝を折るように埋葬されて

いた。頭部付近から銃弾が検出されたほか、青銅製ボタンや金具が出土し、他の人骨付近からはシャツの

ボタン、服の青銅製ボタン、一銭銅貨とみられる銭貨が 1 点出土した。



第　図　　高瀬全体図
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第２節　平成 26年度の調査

第 6図	 高瀬全体図



第　図　　高瀬官軍墓地周辺測量図

S=1/6000 20m
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第 7図	 高瀬官軍墓地周辺測量図（昭和 55年測量）



第　図　　高瀬官軍墓地周辺地籍図（S=1:500）
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２トレンチ（第 12 図）

財務局が地下埋設物調査としての試掘を行っていることが判明したため、その試掘溝の位置を把握するた

め直交するように設定したトレンチである。財務局トレンチは幅約 1 ｍで、重機によって南北方向に等

間隔で数条掘られていることがわかった。地山までも掘り抜かれており、かなりの遺構が破壊された可能

性がある。財務局トレンチは北側の 1 トレンチとつながる。山砂により埋められ整地されていたが、こ

れは保育所建設時か解体後のものとみられる。東側は特に撹乱が著しいが、南側の 5 トレンチにおいて

第２節　平成 26年度の調査

第 8図	 高瀬官軍墓地周辺地籍図（S=1:500）
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検出した単独墓坑の並びから墓坑である可能性が否定できない。特に遺物は出土していない。

３トレンチ（第 12 図）

　官軍墓地敷地のほぼ中央に設定したトレンチで、南北約 9 ｍを掘削した。西側で保育所時のモルタル、

タイル張りが、南側で看板の基礎などが確認された。南側は 4 基の方形プランの遺構が切り合っており、

墓坑である可能性があるが、サブトレンチで一部掘削したところ、10㎝以内と浅い。削平されているに

しても墓坑としてはあまりにも浅いため、明確ではない。なお、他のトレンチではあまり確認できなかっ

たが、出土遺物及び埋土から中世と考えられるピットを数基検出した。

４トレンチ（第 12 図）

　2 トレンチと接するように、南北方向に設定したトレンチで、約 10 ｍを掘削した。方形プランとみら

れる土坑と楕円形の土坑 2 基が切り合った状況で検出された。またその下位には東側隣接の 5・6 トレン

チの溝とつながるものと考えられる中世の溝状遺構を検出している。方形の土坑も墓坑である可能性はあ

るが、浅いため確実ではない。

第 9図	 高瀬官軍墓地トレンチ配置図
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５トレンチ（第 13 図）

　財務局試掘溝の位置が判明したため、遺構の残存率が高いと想定し設定したトレンチである。官軍墓地

東側半分のほぼ中央部、南北約 16m を掘削した。北側に方形の単独墓坑が 4 ～ 5 基ほぼ南北方向に並ん

だ状況で検出された。うち、1 基は残存度を確認するため、半裁したところ、人骨が検出されたため、協

議の結果、完堀することとした。土坑の形状は一辺が約 2.0 ｍ四方であり、深さ 2.4 ｍからさらに円形の

窪みがあった。円形部分に木製の桶が埋設されていたものと考えられるがその痕跡や釘などは確認できな

かった。この円形の最深部から頭骨が検出され、その上位から脛骨などが検出されたことから、遺体は逆

さまに埋納されていたものと推測される。土坑内からは、青銅製ボタンや陶器片が出土した。陶器は浅い

鉢で武雄（弓野窯産）の二川焼とみられ、上層から出土していることから、棺桶の蓋として利用されてい

た可能性もある。土坑は中世の溝状遺構を切っており、やや離れた南側においても方形の土坑などを数基

検出したが、墓坑であるかは確定できなかった。しかし、墓坑列が途切れた空間が参道であった可能性は

ある。

６トレンチ（第 14 図）

　官軍墓地東側半分のほぼ中央部に設定したトレンチで、南北約 5.5 ｍを掘削した。東西方向へ延びる溝

状遺構を検出した。幅約 1.9 ｍで深さは 1.4 ｍと推測される。5 トレンチでも、中世の遺物が出土したこ

とから、官軍墓地が造営される以前にあったとされる清源寺跡もしくは保田木城跡に伴う溝である可能性

も考えられる。北側においては方形の土坑を検出したが、墓坑であるとは断定できない。

７トレンチ（第 14 図）

　敷地の東側に設定したトレンチで、南北約 5 ｍを掘削した。ここでも方形の土坑を数基切り合った状

態で検出したが、墓坑であるとは断定できなかった。また中世と考えられる細い溝状の遺構も検出した。

８トレンチ（第 14 図）

　1 トレンチを南北方向に拡張したトレンチである。後世の撹乱を検出したのみで明確な遺構は確認でき

なかった。撹乱内からは、近世末から明治初頭の陶磁器片や、官軍墓地の棺として利用されたと考えられ

る 15 トレンチ出土の甕と同種の甕片が出土したことから、墓地を改葬した際の撹乱である可能性がある。

９トレンチ

　敷地の北東端で設定したトレンチである。明確な遺構は検出されなかったが、後世の墓石片などが出土

した。なお、このトレンチの東側において樹木にまぎれて官軍墓地の墓石片が確認された。この墓石は採

集を行い今回、実測図を掲載している。

１０トレンチ（第 14 図）

　南側進入路付近に設定したトレンチである。一部において水道管に伴う撹乱はあったものの、北側で方

形の土坑が 2 基検出された。墓坑であるかは判断できなかった。南側においては、鉄分の沈着が広がる

浅い落込みが検出された。木製の杭や石の抜き取り痕などもあり、いつの時期か明確ではないが水が溜まっ

ていた状況と推測される。当地は近世まで願行寺の境内であることから、池のような水が溜まる場所があっ

第２節　平成 26年度の調査
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た可能性がある。

１１トレンチ（第 15 図）

　北側において円形の土坑を数基検出した。墓坑である可能性もあるが確実ではない。その他、保育所時

代の撹乱などが検出された。砂場があったのか砂と共に遊具が出土したのみである。

１２トレンチ

　11 トレンチから東側へ拡張したトレンチで、方形の土坑を 1 基検出した。その他は保育所時代の撹乱

を検出したのみである。

13 トレンチ（第 15 図）

　南東側は高く盛り上がっているが現地踏査の結果、コンクリート製の柱列が一部残存していることがわ

かった。これは旧陸軍によって後世に作られた柵列（玉垣）とみられ、古写真にも写っている。官軍墓地

の敷地を区切ったもので、土塁状に高く囲まれていたと想定される。この土塁は東端、北側でも一部で残

存している。このトレンチでは、玉垣に沿って、コンクリートの基礎部が検出されたことから、土塁その

ものが後世に築かれたものと考えられる。また、墓石が埋まった状況で 1 基検出されたが、そのまま埋

め戻している。

14 トレンチ

　現地踏査の結果、北端の土塁状部分において石垣が埋没していたため設定したトレンチである。凝灰岩

切石の石積みが 3 段残存しており、東西方向へ埋没している状況である。これは土塁と並行しているこ

とから、官軍墓地の境界を示す北側の石垣と考えられる。しかし、1 トレンチの溝状墓坑とも並行し、ほ

ぼ墓坑の上部に土塁が築かれていることになる。よって、現在残る周囲の石垣も含め今後の検討が必要で

ある。

15 トレンチ（第 15 図）

　財務局試掘時の「甕の中から骨が出た」という証言から、その位置を当時の写真から想定し設定したト

レンチである。2 基の円形土坑を検出し、甕も縦に割れた状態で検出された。甕を桶として利用し埋納さ

れていたものと考えられる。断面でも、改葬時の撹乱と考えられる掘り込みがあり、人骨は確認できなかっ

た。

出土遺物について（第 16・17 図）

　遺物はST01周辺から釦、水筒蓋、銅貨、小銃弾が出土した。1～4は青銅製のシャンク（脚付き）ボタンで、

直径約 2.4㎝、厚さ約 1.7㎝の規格品とみられる。5 は青銅製のボタンで、直径 1.8㎝、厚さ 1.7㎝を測る。

4 ツ穴の部分は窪むタイプ。14 から 19 はガラス製の４ツ穴ボタンで、直径約１㎝、厚さ 3mm の規格品

とみられる。9 は青銅製の銃口栓で、長さ 4.9㎝、径 1.8㎝を測る。コルク質の部分が残存する。11、12

は小銃弾で、ほぼ完形とみられる。11 で長さ 2.8㎝、直径 1.5㎝を測る。
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第２節　平成 26 年度の調査

第 10図	 26-1T 実測図
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幅広⇔幅狭

1 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性を有す。ダミー。
2 黒褐色土 (7.5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器片を多量に含む。ダミー。
3 黒褐色土 (5YR2/1) しまり、粘性有す。ダミー。
4 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器片を多量に含む。ダミー。
5 黒褐色土 (5YR3/2) しまり、粘性有す。焼土粒多く含む。ダミー。
6 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。炭化物多く含む。ダミー。
7 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。壁周溝埋土。ダミー。

 1. 黒褐色土 (5YR3/2) しまる、粘性を有す。黄褐色粒をまばらに含む。
ダミー。

 2. 黒褐色土 (7.5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器
片を多量に含む。ダミー。

 3. 黒褐色土 (5YR2/1) しまり、粘性有す。ダミー。
 4. 黒褐色土 (10YR3/4) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器

片を多量に含む。ダミー。
 5. 黒褐色土 (5YR3/2) しまり、粘性有す。焼土粒多く含む。ダミー。
 6. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。炭化物多く含む。ダミー。
 7. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。壁周溝埋土。ダミー。
 8. 黒褐色土 (5YR3/2) しまり、粘性有す。焼土粒多く含む。ダミー。
 9. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。炭化物多く含む。ダミー。
 10. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。壁周溝埋土。ダミー。
 11. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性を有す。ダミー。
 12. 黒褐色土 (7.5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器

片を多量に含む。ダミー。
 13. 黒褐色土 (5YR2/1) しまり、粘性有す。ダミー。
 14. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器

片を多量に含む。ダミー。
 P15. 黒褐色土 (5YR3/2) しまり、粘性有す。焼土粒多く含む。ダミー。

土層注記
 Ⅰ. 表土
 Ⅰb. 田畑床土
 Ⅱa. 灰褐色土 (7.5YR4/2) しまりあり、粘性強い。小石含む。開田時の埋土か。
 Ⅱb. 黒褐色土 (10YR3/2) しまりあり、粘性Ⅱa 層より強い。砂粒含む。開田時の埋土か。
 Ⅲ. 暗オリーブ灰色土 (10GY4/1) しまり弱く、粘性強い。旧水田床土か。
 Ⅳ. 灰黄褐色土 (10YR4/2) しまり強く、粘性強い。砂粒、小石粒含む。土器片少量含む。
 Ⅴa. 黒褐色土 (10YR3/2) しまり弱く、粘性強い。
 Ⅴb. 黒褐色土 (10YR3/1) 包含層に相当か。遺物はほとんど含まない。
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第Ⅲ章　高瀬官軍墓地の調査内容
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第 11図	 26-1T　	ST-1 実測図

第 12 図	 26-2T ～ 4T 実測図
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L=10.2m
Ⅰ.  にぶい褐色土 (7.5YR5/3)
  表土。ややしまり、粘性なし。部分的に砂粒、礫石含む。保育

所解体後の整地層にあたる。
Ⅱ.  褐色土 (7.5YR4/3)
  整地層。しまり強く、わずかに粘性あり。砂粒を少量含む。保

育所造成時の整地層と考えられる。この層までにコンクリート
基礎などを含む。

Ⅲ.  灰褐色土 (7.5YR4/2) 
  しまりやや強く、わずかに粘性あり。砂粒、炭化物、礫石を含む。

改葬時の整地層か。
a.  暗褐色土 (7.5YR3/3)
  溝状遺構。ややしまり強く、粘性あり。炭化物、礫石、少量含む。

近世の陶磁器片出土。
b.  暗褐色土 (7.5YR3/4) 
  a よりしまり強く、粘性も強い。炭化物微量に含む。
①.  褐色土 (7.5YR4/4)
  墓坑内。しまりなく、やや粘性強い。ローム土を粒状に少量混

入する。
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L=10.2m Ⅰ.  表土。 
Ⅱ.  灰黄褐色土 (10YR4/2)
  しまり強く、粘性なし。砂粒、ローム土をやや多く混入する。

保育所造成時の整地層か。
Ⅲ.  灰褐色土 (7.5YR4/2) 
  しまり強く、やや粘性あり。炭化物、砂粒を少量混入する。
a.  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
  ややしまり、粘性なし。炭化物、砂粒を微量に混入する。
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L=10.3m
Ⅰ.  表土 
Ⅱ.  暗褐色土 (7.5YR3/3)
  しまり無く、わずかに粘性あり。

0.5 ～ 1mm 大の砂粒少量含む。
a.  灰褐色 (7.5YR4/2)
  しまりやや強く、粘性なし。炭化物、

近世までの遺物混入する。上面は鉄
分の沈着がある。

b.  灰黄褐色土 (10YR4/2)
  しまりなく、やや粘性あり。ローム

土や礫石を少量含む。
c.  褐色土 (10YR4/4)
  しまりやや強く、粘性なし。ローム

土、黒褐色土を部分的に含む。礫石
（2cm 大まで）を少量混入する。

d.  灰黄褐色土 (10YR4/2)
  しまりやや強く、粘性なし。砂粒を

多く含む。礫石はあまり含まない。
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L=11.0m

L=10.5m

13T   
 a. にぶい褐色土 (7.5YR5/4)
  客土。砕石含む。
 b. 表土。 
 c. 黒褐色土 (7.5YR3/2) 
  しまりなく、粘性なし。砕石含む。
 d. 褐色土 (7.5YR4/3)
  しまりなく、粘性なし。砕石をやや多く含む。
 e. 暗褐色土 (7.5YR3/4)
  しまりなく、やや粘性あり。砂粒を少量含む。
 f. 山砂層 
 g. 暗褐色土 (7.5YR3/3)
  撹乱埋土。しまりなし、粘性なし。現代のゴ

ミ含む。

8T   
 a. 表土。 
 b. 解体後の整地層か。 
 c. 黒褐色土 (7.5YR3/2) しまりなし、粘性なし。現代

のゴミ含む。解体時の撹乱か。
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↑　土層テキストはこれを雛形にしてメモ帳よりデータを流し込み、

　　最終的には空きスペースに応じて拡大・縮小し調整する。（５ポ～６ポの間で）
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幅広⇔幅狭

1 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性を有す。ダミー。
2 黒褐色土 (7.5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器片を多量に含む。ダミー。
3 黒褐色土 (5YR2/1) しまり、粘性有す。ダミー。
4 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器片を多量に含む。ダミー。
5 黒褐色土 (5YR3/2) しまり、粘性有す。焼土粒多く含む。ダミー。
6 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。炭化物多く含む。ダミー。
7 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。壁周溝埋土。ダミー。

 1. 黒褐色土 (5YR3/2) しまる、粘性を有す。黄褐色粒をまばらに含む。
ダミー。

 2. 黒褐色土 (7.5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器
片を多量に含む。ダミー。

 3. 黒褐色土 (5YR2/1) しまり、粘性有す。ダミー。
 4. 黒褐色土 (10YR3/4) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器

片を多量に含む。ダミー。
 5. 黒褐色土 (5YR3/2) しまり、粘性有す。焼土粒多く含む。ダミー。
 6. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。炭化物多く含む。ダミー。
 7. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。壁周溝埋土。ダミー。
 8. 黒褐色土 (5YR3/2) しまり、粘性有す。焼土粒多く含む。ダミー。
 9. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。炭化物多く含む。ダミー。
 10. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。壁周溝埋土。ダミー。
 11. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性を有す。ダミー。
 12. 黒褐色土 (7.5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器

片を多量に含む。ダミー。
 13. 黒褐色土 (5YR2/1) しまり、粘性有す。ダミー。
 14. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器

片を多量に含む。ダミー。
 P15. 黒褐色土 (5YR3/2) しまり、粘性有す。焼土粒多く含む。ダミー。

土層注記
 Ⅰ. 表土
 Ⅰb. 田畑床土
 Ⅱa. 灰褐色土 (7.5YR4/2) しまりあり、粘性強い。小石含む。開田時の埋土か。
 Ⅱb. 黒褐色土 (10YR3/2) しまりあり、粘性Ⅱa 層より強い。砂粒含む。開田時の埋土か。
 Ⅲ. 暗オリーブ灰色土 (10GY4/1) しまり弱く、粘性強い。旧水田床土か。
 Ⅳ. 灰黄褐色土 (10YR4/2) しまり強く、粘性強い。砂粒、小石粒含む。土器片少量含む。
 Ⅴa. 黒褐色土 (10YR3/2) しまり弱く、粘性強い。
 Ⅴb. 黒褐色土 (10YR3/1) 包含層に相当か。遺物はほとんど含まない。
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第 14図	 26-6T ～ 8T・10T 実測図



13T

8T

a

b

c
ｆ
ｇ

d
e

a
b

c

撹乱

L=11.0m

L=10.5m

13T   
 a. にぶい褐色土 (7.5YR5/4)
  客土。砕石含む。
 b. 表土。 
 c. 黒褐色土 (7.5YR3/2) 
  しまりなく、粘性なし。砕石含む。
 d. 褐色土 (7.5YR4/3)
  しまりなく、粘性なし。砕石をやや多く含む。
 e. 暗褐色土 (7.5YR3/4)
  しまりなく、やや粘性あり。砂粒を少量含む。
 f. 山砂層 
 g. 暗褐色土 (7.5YR3/3)
  撹乱埋土。しまりなし、粘性なし。現代のゴ

ミ含む。

8T   
 a. 表土。 
 b. 解体後の整地層か。 
 c. 黒褐色土 (7.5YR3/2) しまりなし、粘性なし。現代

のゴミ含む。解体時の撹乱か。

15T

1

3
2

4
b b

ba
b

AA

A

撹乱
L=10.3m

A.  暗褐色土 (10YR3/4) 
  ややしまり、粘性あり。礫石を少量、ローム土を部分的に少

量含む。
①.  褐色土 (10YR4/4) 
  ややしまり、わずかに粘性あり。礫石（～ 3cm 大まで）をや

や多く含む。部分的にローム土、砂を混入する。
②.  灰黄褐色土 (10YR4/2)
  しまりなく、やや粘性あり。砂を多く含む。
③.  灰黄褐色土 (10YR5/2)
  しまり弱いが、粘性強い。粘土質で、礫石を少量含む。
④.  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
  しまり弱く、やや粘性。砂質土であり、礫石、ローム土を少

量含む。
ⓐ.  褐色土 (10YR4/4)
  しまり弱く、やや粘性強い。小礫石（5mm 大）をやや多く含む。

ローム土を粒状に多く含む。
ⓑ.  暗褐色土 (10YR3/3) 
  ややしまり、粘性強い。炭化物、ローム土を粒状に少量含む。

11T

墓壙？

墓壙

L=10.2m

撹乱

撹乱

山砂撹乱埋土 撹乱埋土

塩化ビニール管

財務局
トレンチ

１

３

２

６

４

８

７

５

15

６ポイント5.5 ポイント

↑　土層テキストはこれを雛形にしてメモ帳よりデータを流し込み、

　　最終的には空きスペースに応じて拡大・縮小し調整する。（５ポ～６ポの間で）

確
認
調
査
ト
レ
ン
チ

   
   確認調査トレンチ

Y=
-4
37
32

X=-8325
H=13.4m

第○図　○号住居跡（S153）実測図

0 50cmS=1/10

0 5mS=1/100 

0 3cmS=1/1

0 10cmS=1/3

0 5cmS=2/30 1mS=1/30

S=1/3000 10m

0 1mS=1/20

0 5cmS=1/2

S=1/10 2cm

S=1/20 3cm

0 2mS=1/60

0 10mS=1/200

0 1mS=1/40

0 10cmS=1/4

0 10m S=1/400  S=1/4000 20m

S=1/400 2m

0 20mS=1/500

0 2mS=1/50

0 2mS=1/800 5mS=1/80 5

0 5mS=1/80

0 S=1/700 50m

S=1/10 2cm

S=1/1,0000 20m0 2cm

 S=1/1500 10m

 S=1/1500 5m S=1/1,5000 30m

0 5kmS=1/100,000 

0 40mS=1/2,000

0 100mS=1/5,000

幅広⇔幅狭

1 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性を有す。ダミー。
2 黒褐色土 (7.5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器片を多量に含む。ダミー。
3 黒褐色土 (5YR2/1) しまり、粘性有す。ダミー。
4 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器片を多量に含む。ダミー。
5 黒褐色土 (5YR3/2) しまり、粘性有す。焼土粒多く含む。ダミー。
6 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。炭化物多く含む。ダミー。
7 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。壁周溝埋土。ダミー。

 1. 黒褐色土 (5YR3/2) しまる、粘性を有す。黄褐色粒をまばらに含む。
ダミー。

 2. 黒褐色土 (7.5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器
片を多量に含む。ダミー。

 3. 黒褐色土 (5YR2/1) しまり、粘性有す。ダミー。
 4. 黒褐色土 (10YR3/4) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器

片を多量に含む。ダミー。
 5. 黒褐色土 (5YR3/2) しまり、粘性有す。焼土粒多く含む。ダミー。
 6. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。炭化物多く含む。ダミー。
 7. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。壁周溝埋土。ダミー。
 8. 黒褐色土 (5YR3/2) しまり、粘性有す。焼土粒多く含む。ダミー。
 9. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。炭化物多く含む。ダミー。
 10. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。壁周溝埋土。ダミー。
 11. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性を有す。ダミー。
 12. 黒褐色土 (7.5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器

片を多量に含む。ダミー。
 13. 黒褐色土 (5YR2/1) しまり、粘性有す。ダミー。
 14. 黒褐色土 (5YR3/1) しまり、粘性有す。焼土、炭化物含む。土器

片を多量に含む。ダミー。
 P15. 黒褐色土 (5YR3/2) しまり、粘性有す。焼土粒多く含む。ダミー。

土層注記
 Ⅰ. 表土
 Ⅰb. 田畑床土
 Ⅱa. 灰褐色土 (7.5YR4/2) しまりあり、粘性強い。小石含む。開田時の埋土か。
 Ⅱb. 黒褐色土 (10YR3/2) しまりあり、粘性Ⅱa 層より強い。砂粒含む。開田時の埋土か。
 Ⅲ. 暗オリーブ灰色土 (10GY4/1) しまり弱く、粘性強い。旧水田床土か。
 Ⅳ. 灰黄褐色土 (10YR4/2) しまり強く、粘性強い。砂粒、小石粒含む。土器片少量含む。
 Ⅴa. 黒褐色土 (10YR3/2) しまり弱く、粘性強い。
 Ⅴb. 黒褐色土 (10YR3/1) 包含層に相当か。遺物はほとんど含まない。
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第 15図	 26-11T・13T・15T 実測図
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第 16図	 平成 26 年度調査出土遺物実測図 1
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第２節　平成 26年度の調査

第 17図	 平成 26 年度調査出土遺物実測図 2

報告書
番号

実測
番号

出土地点
種別
器種

部位
法量 (cm) 色調 調整

胎土 備考
口径 底径 器高 外器面 内器面 外器面 内器面

第 16図	
20

10
5T 内溝跡	
下層

陶器	
灯明皿

口縁～
底部

6.1 3.5 4.2

ロクロナデ	
口縁端 ; 化粧土	
底 ; 糸切り後
板目痕

口縁端 ; 化粧
土

褐灰色 5YR4/1	
化粧土：灰白色
7.5YR8/1

褐灰色 5YR4/1	
化粧土：灰白色
7.5YR8/1

陶胎。細かい
白色砂粒をわ
ずかに含む

第 16図	
21

32
5T 内 S03	
上・中位

陶器	
皿

口縁部 - - (10.7）
化粧土後ハケ
メ文	
施釉

化粧土後黒・
褐色釉による
絵付け(老松)	
施釉

素地：黒褐色
7.5YR3/2	
化粧土：灰白色
2.5Y8/2

黒色釉：黒色
2.5GY2/1	
褐色釉：黄橙色
10YR7/8 ～	
黄褐色10YR5/8

白色砂粒をわ
ずかに含む

二彩唐津

第 16図	
22

33 5T 内溝跡
陶器	
擂鉢

底部 - （14.6）（9.4）
回転ヘラナデ	
回転ナデ	
施釉

擂目 (単位 ;10)	
施釉

釉：赤褐色
2.5YR4/1

釉：赤褐色
2.5YR4/1

陶胎。細かい
白色砂粒をわ
ずかに含む

内外面底部
重ね焼きの
痕跡あり

第 16図	
23

34 5T 内溝跡
陶器	
擂鉢

底部 14.8 - （8.3）
ロクロナデ	
施釉

擂目 (単位 ;17)
釉：褐灰色
5YR4/1

橙色 2.5YR6/6

陶胎。細粒～
1㎜大の白色・
黒色粒子をま
ばらに含む

内外面底部
重ね焼きの
痕跡あり

第 17図	
24

14
6T 溝跡
サブＴ

陶器	
土瓶

口縁部 （6.4） - (2.5)
ロクロナデ	
飛鉋

ロクロナデ
釉：灰オリーブ
色 7.5Y4/2、灰
白色 7.5Y8/1

素地：にぶい赤
褐色 2.5YR5/3

陶胎。細かい
白色・黒色砂
粒をまばらに
含む

第 17図	
25

13
8T 北側サブＴ
埋土

（肥前）
染付	
仏飯器

口縁～
底部

7.2 4.1 6.3
染付 ; 斜格子文	
底部露胎

- 灰白色 5Y8/2 灰白色 5Y8/2
磁胎。細かな
黒色粒子をま
ばらに含む

第 17図	
26

35 13T 内撹乱
（肥前）
陶器	
甕

口縁～
肩部

- - (17.8)
格子タタキ後
回転ナデ	
施釉

格子タタキ後
回転ナデ	
施釉

釉：黒褐灰色
5YR2/1

釉：黒褐灰色
5YR2/1

細かい白色・
黒色砂粒をわ
ずかに含む

端部鵜内側
に折り曲げ
口縁部形成

第 17図	
27

36
15T 内財務局 T	
埋土

（肥前）
陶器	
甕

口縁部 - - (10.8)
回転ナデ	
施釉

回転ナデ	
格子タタキ	
施釉

釉：褐灰色
7.5YR4/1

釉：灰黄褐色
10YR5/2

精選。混入物
殆ど無し

端部鵜内側
に折り曲げ
口縁部形成

第 17図	
28

37
13T 内撹乱	
15T 内 S07 埋土
財務局 T

陶器	
甕

頸部～
体部

- - (40.3)
回転ナデ	
施釉

回転ナデ	
格子タタキ	
施釉

藁灰釉：浅黄色
2.5Y7/4

鉄釉：にぶい褐
色 7.5Y5/3

細かい白色砂
粒をわずかに
含む

第 3表　平成 26年度調査出土遺物観察表	【土器類】
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報告書
番号

実測
番号

出土地点
種別
器種

部位
法量 (cm) 色調 調整

胎土 備考
口径 底径 器高 外器面 内器面 外器面 内器面

第 16図	
20

10
5T 内溝跡	
下層

陶器	
灯明皿

口縁～
底部

6.1 3.5 4.2

ロクロナデ	
口縁端 ; 化粧土	
底 ; 糸切り後
板目痕

口縁端 ; 化粧
土

褐灰色 5YR4/1	
化粧土：灰白色
7.5YR8/1

褐灰色 5YR4/1	
化粧土：灰白色
7.5YR8/1

陶胎。細かい
白色砂粒をわ
ずかに含む

第 16図	
21

32
5T 内 S03	
上・中位

陶器	
皿

口縁部 - - (10.7）
化粧土後ハケ
メ文	
施釉

化粧土後黒・
褐色釉による
絵付け(老松)	
施釉

素地：黒褐色
7.5YR3/2	
化粧土：灰白色
2.5Y8/2

黒色釉：黒色
2.5GY2/1	
褐色釉：黄橙色
10YR7/8 ～	
黄褐色10YR5/8

白色砂粒をわ
ずかに含む

二彩唐津

第 16図	
22

33 5T 内溝跡
陶器	
擂鉢

底部 - （14.6）（9.4）
回転ヘラナデ	
回転ナデ	
施釉

擂目 (単位 ;10)	
施釉

釉：赤褐色
2.5YR4/1

釉：赤褐色
2.5YR4/1

陶胎。細かい
白色砂粒をわ
ずかに含む

内外面底部
重ね焼きの
痕跡あり

第 16図	
23

34 5T 内溝跡
陶器	
擂鉢

底部 14.8 - （8.3）
ロクロナデ	
施釉

擂目 (単位 ;17)
釉：褐灰色
5YR4/1

橙色 2.5YR6/6

陶胎。細粒～
1㎜大の白色・
黒色粒子をま
ばらに含む

内外面底部
重ね焼きの
痕跡あり

第 17図	
24

14
6T 溝跡
サブＴ

陶器	
土瓶

口縁部 （6.4） - (2.5)
ロクロナデ	
飛鉋

ロクロナデ
釉：灰オリーブ
色 7.5Y4/2、灰
白色 7.5Y8/1

素地：にぶい赤
褐色 2.5YR5/3

陶胎。細かい
白色・黒色砂
粒をまばらに
含む

第 17図	
25

13
8T 北側サブＴ
埋土

（肥前）
染付	
仏飯器

口縁～
底部

7.2 4.1 6.3
染付 ; 斜格子文	
底部露胎

- 灰白色 5Y8/2 灰白色 5Y8/2
磁胎。細かな
黒色粒子をま
ばらに含む

第 17図	
26

35 13T 内撹乱
（肥前）
陶器	
甕

口縁～
肩部

- - (17.8)
格子タタキ後
回転ナデ	
施釉

格子タタキ後
回転ナデ	
施釉

釉：黒褐灰色
5YR2/1

釉：黒褐灰色
5YR2/1

細かい白色・
黒色砂粒をわ
ずかに含む

端部鵜内側
に折り曲げ
口縁部形成

第 17図	
27

36
15T 内財務局 T	
埋土

（肥前）
陶器	
甕

口縁部 - - (10.8)
回転ナデ	
施釉

回転ナデ	
格子タタキ	
施釉

釉：褐灰色
7.5YR4/1

釉：灰黄褐色
10YR5/2

精選。混入物
殆ど無し

端部鵜内側
に折り曲げ
口縁部形成

第 17図	
28

37
13T 内撹乱	
15T 内 S07 埋土
財務局 T

陶器	
甕

頸部～
体部

- - (40.3)
回転ナデ	
施釉

回転ナデ	
格子タタキ	
施釉

藁灰釉：浅黄色
2.5Y7/4

鉄釉：にぶい褐
色 7.5Y5/3

細かい白色砂
粒をわずかに
含む

報告書
番号

実測
番号

出土地点
種別
器種

直径	
(cm）

厚さ	
(cm）

重さ
(g）

材質 備考

第 16図
1

1
1T 内財務局 T- № 4	
埋土内床上

金釦 2.3 1.7 2.97 青銅 全体に錆付着。

第 16図
2

2
1T 内財務局 T- № 4	
埋土内床上

金釦 2.4 1.7 4.05 青銅 全体に錆付着

第 16図
3

3 1T 内財務局撹乱床上 金釦 2.4 1.6 3.17 青銅 全体に錆付着

第 16図
4

4
1T 内財務局 T- № 4	
埋土内床上

金釦 2.6 1.7 4.34 青銅 全体に錆付着

第 16図
5

7 1T 内 ST01 付近 釦 1.8 0.5 1.64 青銅

第 16図
6

29
1T 財務局 T- № 4	

埋土内
釦 1.1 0.3 0.4 ガラス製 無紋 4ッ孔平釦

第 16図
7

30
1T 財務局 T- № 4	

埋土内
釦 1.1 0.3 0.4 ガラス製 無紋 4ッ孔平釦

第 16図
8

31
1T 財務局 T- № 4	

埋土内
釦 1.0 0.3 0.3 ガラス製 無紋 4ッ孔平釦

第 16図
9

5
1T 内財務局 T- № 4	

埋土内
銃口栓

長さ	
（4.9）

幅	
1.8

12.75 青銅
一部復元図化。コルク
残存。上端に細かな刻
み入る。

第 16図
10

6
1T 内財務局 T- № 4	

床上
一銭銅貨	

（竜一銭銅貨）
2.7 0.2 6.27 青銅

第 16図
11

11
1T 財務局№ 4	
埋土床上

小銃弾
長さ	
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1.5 34.1 -

第 16 図
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1.4 34.0 -
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形する
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8 5T 内 S03 釦 1.6 0.3 （0.13） 木製か

第 16図
14

23 5T 内 S03 釦 1.1 0.3 0.4 ガラス製 有紋 4ッ孔平釦

第 16図
15

24 5T 内 S03 釦 1.2 0.4 0.4 ガラス製 有紋 4ッ孔平釦

第 16図
16

25 5T 内 S03 釦 1.1 0.3 0.4 ガラス製 有紋 4ッ孔平釦

第 16図
17

26 5T 内 S03 釦 1.2 0.3 0.5 ガラス製 有紋 4ッ孔平釦

第 16図
18

27 5T 内 S03 釦 1.1 0.3 0.4 ガラス製 有紋 4ッ孔平釦

第 16図
19

28 5T 内 S03 釦 1.1 0.3 0.5 ガラス製 有紋 4ッ孔平釦

第 4表　平成 26年度調査出土遺物観察表		【その他の遺物】　
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第３節　平成 27 ～ 28 年度の調査

　平成 27 年度は、主に高瀬官軍墓地の敷地測量と踏査などを行い、測量図を作成した。（第９図）平成

28 年度は、敷地内の西側（玉名市高瀬 338-4 番地、338-5 番地）について調査を行った。重機及び人力

でトレンチ調査を行い、状況を確認した。11 トレンチのみ東側の 338-1 番地に設置した。以下、トレン

チごとに内容を記す。

1 トレンチ（第 18 図）

　敷地の西側に設定したトレンチで、墓地の南側境界の石垣等の検出などを目的とした。南北約 8.1 ｍを

掘削し、層位はⅠ～Ⅲ、Ⅳ層を確認した。地表から遺構、石垣等は検出されなかった。

２トレンチ（第 18 図）

敷地の南西側に設定したトレンチで、墓地の西側境界の石垣等の検出や警視隊墓坑の検出などを目的とし

て設定した。東西約 19.4 ｍを掘削し、層位はⅠ層からⅥ層までを確認した。Ⅵ層上面で溝状とみられる

遺構を確認し、一部を掘削した。深さ 5㎝ほどの浅い掘り込みで、瓦片が一点出土した（1）。瓦は近世以

前と考えられ、官軍墓地が造成される以前の遺構の可能性がある。7 トレンチでも続きが検出された。石

垣や警視隊墓碑に対応する墓坑は検出されなかった。

３トレンチ（第 18 図）

　敷地の南西側に設定したトレンチで、１トレンチで石垣が確認されなかったため、その約 5 ｍ西側に

並行して設定したトレンチである。南北約 4.6 ｍを掘削し、層位はⅠ～Ⅲ層を確認した。１トレンチ同様、

石垣等は検出されなかった。

４トレンチ・５トレンチ（第 18・19 図）

　敷地内の合祀塔の正面に設定したトレンチで、東西 13.2 ｍを掘削した。層位はⅠ、Ⅴ～Ⅵ層までを確

認した。Ⅴ層上面でＳ2を検出した。南北に続く溝状遺構で、範囲を確認するためトレンチを南側に拡張し、

その部分を５トレンチとした。

　Ｓ 2 は、幅約 1 ｍの溝状遺構で、南北約 5.1 ｍを検出した。南端は確認できたが、北端はトレンチ外

に延びる。４トレンチ北壁際の一部を掘削し、一体分の人骨を検出した。遺構は検出面からの深さ約 1

ｍで、人骨は座位でほぼ全体分があり、東壁にもたれ掛けた状態で埋葬されたものと判断される。

　S2 から出土した遺物は、はガラス製ボタンが 4 点、金銅製ボタンが 1 点、金属製水筒 1 点、銃口詮 1 点、

不明金属製品 2 点が出土した。いずれも埋葬者が身に着けていたものと判断される。

　４トレンチの西側で溝状遺構とみられる一部を検出し、S3 とした。墓坑の可能性があるが、水道管な

どに切られ、全体の確認はできなかった。

６トレンチ（第 19 図）

　敷地の北側に設定したトレンチで、北側に東西に延びる石垣の西側延長上に南北方向に設定して掘削し

た。表土を剥いだ時点で墓石を検出し、トレンチを拡げて東西方向に墓石が埋設されているのを確認した。

墓石は少なくとも上下 2 段に埋められ、石垣の延長上に配置している状況から、石垣を取り外した後に

第３節　平成 27～ 28年度の調査
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埋め込まれたことが想定される。

７トレンチ

　敷地中央やや南東側、５トレンチと２トレンチの間に設定したトレンチで、面的に掘削して墓坑の状況

を確認した。東西約 9 ｍ、南北約 8 ｍの範囲で、５トレンチで検出したＳ 2 と同じ方向で同様の墓坑と

みられるＳ　を検出した。掘削はせず検出のみを行った。幅約１ｍ、長さ南北約5ｍの溝状墓坑とみられる。

８トレンチ

　敷地の南西側、２トレンチと３トレンチの間を繋げるように拡張したトレンチで、その範囲を８トレン

チとした。警視隊の墓が配置されていた部分で、かつ墓域の石垣の南西コーナー部の検出が想定された。

１～３トレンチでは墓坑も石垣も検出されなかったことから、面的に拡張して調査した。層位はⅠ～Ⅳ層

まで掘削し、層位の状況は１～３トレンチと同様であった。墓坑や石垣は検出されなかった。石垣が想定

される部分では、層位が連続せず、本来は石垣があったが撤去されたと判断される。

９トレンチ ( 第 20 図）

　敷地西側中央付近、墓地の階段状の入口に相当する部分にトレンチを設定して掘削した。東西約 8 ｍ

を掘削し、層位はⅠからⅥ層までを確認した。階段等は確認できなかったが、８トレンチ同様、層位が連

続せず、階段は撤去されたと判断される。Ⅵ層上面で近世墓石の破片を検出した。

１０トレンチ（第 20 図）

　敷地西側中央付近、９トレンチとＴ字形に接するように設定したトレンチで、墓地中央の通路部分の検

出などを目的とした。北側は４トレンチに接し、南北11ｍを掘削した。層位はⅠからⅥ層までを確認した。

トレンチ中央付近で、溝状に窪む部分①層から⑥層までを確認した。墓地の通路部分と判断される。

１１トレンチ（第 19 図）

　敷地東側の中央付近に設定したトレンチで、東半分で平成 28 年度に掘削した唯一のトレンチである。

東西約 9 ｍを掘削し、層位は表土の直下でⅥ層を確認した。第 3 保育所の建物の基礎部分とみられるコ

ンクリートが検出され、財務省の調査トレンチが確認された。墓坑等は検出されなかった。

遺物について（第 21 ～ 23 図）

　1 は近世の軒平瓦破片で、官軍墓地造営前の遺物とみられる。5 トレンチの墓坑（S-2）から、ボタン

などが出土した。2 から 5 はシャツのボタンとみられる白色ボタン、6、7 は金属製のボタンである。9

は銃口詮、10 は金属製の水筒で、ほぼ完形であったが、潰れた状態で出土して復元はできなかった。官

軍墓地の敷地内で確認できる墓石については、実測して掲載した（11 ～ 14）。
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3/
2)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
粒
多
く
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

土
層
注
記

 Ⅰ
. 

表
土

 Ⅰ
b.

 
田

畑
床

土
 Ⅱ

a.
 

灰
褐

色
土

(7
.5

YR
4/

2)
 

し
ま

り
あ

り
、

粘
性

強
い

。
小

石
含

む
。

開
田

時
の

埋
土

か
。

 Ⅱ
b.

 
黒

褐
色

土
(1

0Y
R3

/2
) 

し
ま

り
あ

り
、

粘
性

Ⅱ
a

層
よ

り
強

い
。

砂
粒

含
む

。
開

田
時

の
埋

土
か

。
 Ⅲ

. 
暗

オ
リ

ー
ブ

灰
色

土
(1

0G
Y4

/1
) 

し
ま

り
弱

く
、

粘
性

強
い

。
旧

水
田

床
土

か
。

 Ⅳ
. 

灰
黄

褐
色

土
(1

0Y
R4

/2
) 

し
ま

り
強

く
、

粘
性

強
い

。
砂

粒
、

小
石

粒
含

む
。

土
器

片
少

量
含

む
。

 Ⅴ
a.

 
黒

褐
色

土
(1

0Y
R3

/2
) 

し
ま

り
弱

く
、

粘
性

強
い

。
 Ⅴ

b.
 

黒
褐

色
土

(1
0Y

R3
/1

) 
包

含
層

に
相

当
か

。
遺

物
は

ほ
と

ん
ど

含
ま

な
い

。
 ガ

ジ
リ

赤
彩

あ
る

い
は

朱

主
柱

穴

擦
り

面

カ
ク

ラ
ン

赤
化

部

自
然

面
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幅
広
⇔
幅
狭

1 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
を
有
す
。
ダ
ミ
ー
。

2 
黒
褐
色
土

(7
.5

YR
3/

1)
 し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
、
炭
化
物
含
む
。
土
器
片
を
多
量
に
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

3 
黒
褐
色
土

(5
YR

2/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
ダ
ミ
ー
。

4 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
、
炭
化
物
含
む
。
土
器
片
を
多
量
に
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

5 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
2)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
粒
多
く
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

6 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
炭
化
物
多
く
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

7 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
壁
周
溝
埋
土
。
ダ
ミ
ー
。

 1
. 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
2)

 
し
ま
る
、粘
性
を
有
す
。
黄
褐
色
粒
を
ま
ば
ら
に
含
む
。

ダ
ミ
ー
。

 2
. 
黒
褐
色
土

(7
.5Y

R3
/1

) 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
、
炭
化
物
含
む
。
土
器

片
を
多
量
に
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

 3
. 
黒
褐
色
土

(5
YR

2/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
ダ
ミ
ー
。

 4
. 
黒
褐
色
土

(1
0Y

R3
/4

) 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
、
炭
化
物
含
む
。
土
器

片
を
多
量
に
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

 5
. 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
2)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
粒
多
く
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

 6
. 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
炭
化
物
多
く
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

 7
. 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
壁
周
溝
埋
土
。
ダ
ミ
ー
。

 8
. 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
2)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
粒
多
く
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

 9
. 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
炭
化
物
多
く
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

 10
. 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
壁
周
溝
埋
土
。
ダ
ミ
ー
。

 11
. 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
を
有
す
。
ダ
ミ
ー
。

 12
. 
黒
褐
色
土

(7
.5

YR
3/

1)
 し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
、
炭
化
物
含
む
。
土
器

片
を
多
量
に
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

 13
. 
黒
褐
色
土

(5
YR

2/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
ダ
ミ
ー
。

 14
. 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
、
炭
化
物
含
む
。
土
器

片
を
多
量
に
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

 P1
5.

 黒
褐
色
土

(5
YR

3/
2)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
粒
多
く
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

土
層
注
記

 Ⅰ
. 

表
土

 Ⅰ
b.

 
田

畑
床

土
 Ⅱ

a.
 

灰
褐

色
土

(7
.5

YR
4/

2)
 

し
ま

り
あ

り
、

粘
性

強
い

。
小

石
含

む
。

開
田

時
の

埋
土

か
。

 Ⅱ
b.

 
黒

褐
色

土
(1

0Y
R3

/2
) 

し
ま

り
あ

り
、

粘
性

Ⅱ
a

層
よ

り
強

い
。

砂
粒

含
む

。
開

田
時

の
埋

土
か

。
 Ⅲ

. 
暗

オ
リ

ー
ブ

灰
色

土
(1

0G
Y4

/1
) 

し
ま

り
弱

く
、

粘
性

強
い

。
旧

水
田

床
土

か
。

 Ⅳ
. 

灰
黄

褐
色

土
(1

0Y
R4

/2
) 

し
ま

り
強

く
、

粘
性

強
い

。
砂

粒
、

小
石

粒
含

む
。

土
器

片
少

量
含

む
。

 Ⅴ
a.

 
黒

褐
色

土
(1

0Y
R3

/2
) 

し
ま

り
弱

く
、

粘
性

強
い

。
 Ⅴ

b.
 

黒
褐

色
土

(1
0Y

R3
/1

) 
包

含
層

に
相

当
か

。
遺

物
は

ほ
と

ん
ど

含
ま

な
い

。
 ガ

ジ
リ

赤
彩

あ
る

い
は

朱

主
柱

穴

擦
り

面

カ
ク

ラ
ン

赤
化

部

自
然

面
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、

粘
性

な
し

。
丸

礫
を

含
む

。
②

.  
褐

色
土

(7
.5

YR
4/

4)
 

 
 

し
ま

り
あ

り
、

粘
性

な
し

。
丸

礫
を

多
く

含
む

。
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.  
褐

色
土

(7
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YR
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4)
 

 
し

ま
り

あ
り

、
や

や
粘

性
あ

り
。

④
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褐
色

土
(7
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YR
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し
ま

り
あ

り
、

や
や

粘
性

あ
り

。
丸

礫
を

含
む

。
⑤

.  
褐

色
土

(7
.5

YR
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4)
 

 
し

ま
り

あ
り

、
粘

性
な

し
。②

層
に

近
似

し
、

丸
礫

多
い

。
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.  
黒
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色

土
(7
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YR

3/
1)

 
 

 
し

ま
り

あ
り

、
や

や
粘

性
あ

り
。

焼
土

、
炭

化
物

を
少

量
含

む
。
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土
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は
こ
れ
を
雛
形
に
し
て
メ
モ
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よ
り
デ
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を
流
し
込
み
、

　
　
最
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的
に
は
空
き
ス
ペ
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ス
に
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縮
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し
調
整
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６
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で
）

確認調査トレンチ      

確
認
調
査
ト
レ
ン
チ

Y=-43732

X=
-8
32
5

H=
13
.4
m

第
○
図
　
○
号
住
居
跡
（

S1
53
）
実
測
図

0
50

cm
S=

1/
10

0
5m

S=
1/

10
0 

0
3c

m
S=

1/
1

0
10

cm
S=

1/
3

0
5c

m
S=

2/
3

0
1m

S=
1/

30

S=
1/

30
0

0
10

m

0
1m

S=
1/

20

0
5c

m
S=

1/
2

S=
1/

1
0

2c
m

S=
1/

2
0

3c
m

0
2m

S=
1/

60

0
10

m
S=

1/
20

0

0
1m

S=
1/

40

0
10

cm
S=

1/
4

0
10

m
 S

=1
/4

00
 S

=1
/4

00
0

20
m

S=
1/

40
0

2m

0
20

m
S=

1/
50

0

0
2m

S=
1/

50

0
2m

S=
1/

80
0

5m
S=

1/
80

5

0
5m

S=
1/

80

0
S=

1/
70

0
50

mS=
1/

1
0

2c
m

S=
1/

1,
00

0
0

20
m

0
2c

m

 S
=1

/1
50

0
10

m

 S
=1

/1
50

0
5m

S=
1/

1,
50

0
0

30
m

0
5k

m
S=

1/
10

0,
00

0 

0
40

m
S=

1/
2,

00
0

0
10

0m
S=

1/
5,

00
0

幅
広
⇔
幅
狭

1 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
を
有
す
。
ダ
ミ
ー
。

2 
黒
褐
色
土

(7
.5

YR
3/

1)
 し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
、
炭
化
物
含
む
。
土
器
片
を
多
量
に
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

3 
黒
褐
色
土

(5
YR

2/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
ダ
ミ
ー
。

4 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
、
炭
化
物
含
む
。
土
器
片
を
多
量
に
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

5 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
2)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
粒
多
く
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

6 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
炭
化
物
多
く
含
む
。
ダ
ミ
ー
。

7 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
1)

 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
壁
周
溝
埋
土
。
ダ
ミ
ー
。

 1
. 
黒
褐
色
土

(5
YR

3/
2)

 
し
ま
る
、粘
性
を
有
す
。
黄
褐
色
粒
を
ま
ば
ら
に
含
む
。

ダ
ミ
ー
。

 2
. 
黒
褐
色
土

(7
.5Y

R3
/1

) 
し
ま
り
、
粘
性
有
す
。
焼
土
、
炭
化
物
含
む
。
土
器

片
を
多
量
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第 22図	 成 28	年度調査出土遺物実測図 2
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第 23図	 平成 28	年度調査出土遺物実測図 3

報告書
番号

実測	
番号 出土地点 種別

器種 部位
法量 (cm) 色調 調整

胎土
長さ 幅 厚さ 外器面 内器面 外器面 内器面

第 21図
1 9 2T 内 S01 唐草文

軒平瓦 瓦当部 (8.1) (8.9) 4.0 ナデか ナデか 灰色 5Y5/1 灰色５Y5/1 1㎜大の白色・黒
色砂粒を含む

第 5表　	平成 28 年度調査出土遺物観察表【土器類】

報告
番号

実測
番号 出土地点 種別

器種
直径	
(cm）

厚さ	
(cm）

重さ
(g） 材質 備考

第 21図
2 15 4T 内 S02 無紋 4ツ孔平釦 1.1 0.3 0.5 ガラス 下面に細砂付着

第 21図
3 16 4T 内 S02 無紋 4ツ孔平釦 1.1 0.3 0.5 ガラス 下面に細砂付着

第 21図
4 17 4T 内 S02 無紋 4ツ孔平釦 1.1 0.4 0.5 ガラス 上下面に細砂付着

第 21図
5 18 4T 内 S02 無紋 4ツ孔平釦 1.1 0.3 0.4 ガラス 下面に細砂付着

第 21図
6 21 4T 内 S02 釦 2.4 2.2 3.5 金銅製 全体に錆付着

第 21図
7 22 4T 内 S02 釦 (2.4) (1.1) (1.3) 金銅製 全体に錆付着

第 21図
8 19 4T 内 S02 不明 1.6 長さ	

(1.5) 1.7 錆付着

第 21図
9 20 4T 内 S02 水筒

蓋（栓） 1.8 長さ	
（4.6） - 金属製 一部復元図化。コルク残存。

第 21図
10 17 4T 内 S02 水筒	

本体上部～蓋
口径	
3.2

高さ	
6.2 ～

本体：鉄	
蓋：銅

第 22図
11 38 表彩 墓石墓壇 長さ	

30.4 2.2 幅	
30.6

砂岩	
（天草下浦石か） ホゾ穴あり

第 22図
12 39 表彩 墓石墓壇 長さ	

２０．４ 15.8 幅	
15.8

砂岩	
（天草下浦石か）

第 22図
13 40 表彩 墓石墓壇 長さ	

(23.0） 18.8 幅	
18.8

砂岩	
（天草下浦石か）

第 23図
14 41 表彩 墓石墓壇 長さ	

24.3 15.0 幅	
15.5

砂岩	
（天草下浦石か）

第 6表　	平成 28 年度調査出土遺物観察表	【その他の遺物】　
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第４節　調査のまとめ

　主に平成 26 年度から実施した確認調査などの状況をまとめ、調査によって判明した高瀬官軍墓地の内

容についてまとめる。

　層位については、調査地北半分は表土の下は第 3 保育所の基礎など保育所解体後の整地層であり、そ

の下は礫を含む無遺物層（Ⅵ層）であった。西半分は、現代の遺物を含む層（Ⅱ～Ⅳ層）で、保育所造成

時と解体後の整地層と判断される。墓坑は主にⅤ、Ⅵ層上面で検出した。旧来の地形は調査地東側の保田

木神社を最高点として緩やかに南西側に下っていたようで、近世から寺院敷地などで造成されている。

敷地全体が整地されている中で、まだ改葬されていない墓坑があるかどうか、埋葬状態が把握できるかな

どが主な確認点であり、トレンチ調査の結果、墓坑がまだ人骨とともに残存していることが判明した。ま

た、墓坑の形状と埋葬形態が複数の種類があることが判明した。それぞれ単独墓坑 A 列、単独墓坑 B 列、

溝状墓坑 1 類、溝状墓坑２類とし、以下、内容を述べる。

＜単独墓坑 A 列＞

　南北方向に並んだ状態で５基を検出し、１基のみ完堀した。墓坑は隅丸正方形で 0.8 ～ 1.0m 四方であっ

た、棺の痕跡は未確認である。逆さまに埋葬されており、頭骨のみ棺の底から出土した。取り上げと処理

等を委託した人類学研究機構の調査で、20 歳前後の成人男性と推定された。明治期の陶器片、軍服ボタン、

シャツボタン数点が出土した。

＜単独墓坑 B 列＞

　A 列の東側に並行して検出した。九州財務局の埋設物調査により切られており、断面で確認した。墓坑

は、A 列と近似した配置、間隔であるが A 列は素掘り墓坑に直葬に対して、B 列は甕棺使用による埋葬で

ある。人骨は確認されなかった。

＜溝状墓坑 1 類＞

　敷地北東側北において、東西方向の溝（幅約 2 ｍ）を検出した。全体を掘削し、4 体分とみられる人骨

を確認した。そのうち 2 体は伸展葬であった。棺などは確認されておらず重なるような状態で埋葬され

ていた。絵図などと配列が一致せず、境界際に埋葬されており、測量図などの資料との比較から、官軍墓

地の土手があった部分と推定される。このことから、官軍墓地として整備される前の段階での埋葬と判断

される。

＜溝状墓坑２類＞	2T-S02

　敷地中央部北寄りの地点で検出した。検出した範囲は、平成 28 年度調査の 2T、7T で、南北方向に延

びる溝状の墓坑である。一基のみの検出で、付近に並行して掘削してある形跡は確認されなかった。一部

掘削して座位で埋葬される 1 体分の人骨を検出していることから、溝状に掘削して１体ずつ埋葬されて

いるとみられる。現在撤去されている墓石列と、溝状墓坑 2 類の方向は一致している。

　各墓坑からボタン類が出土しているが、八代市の若宮官軍墓地・横手官軍墓地の調査では、金属製のホッ

ク類が出土しており、これは陸軍兵卒の制服のジャケットに用いられている。高瀬官軍墓地では出土して

おらず、調査した墓坑は警視隊巡査を埋葬した可能性がある。

○　出土遺物（全体）

・銃弾２点（薩軍使用エンフィールド銃弾。先端に歪みがあり、被弾物の可能性がある。）

・シャツボタン約１０点（ガラス製白ボタン）
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・軍服ボタン５点（銅製金メッキか）

・銅製品３点（ピン状部品と不明部品＝本来セットで銃口蓋か）

・鉄製品４点（不明小部品）

・銅貨１点（一銭銅貨か）　　

　図版 3 の写真や資料などから読み取れる高瀬官軍墓地敷地の状況を記す。図版 3 上段の写真は大正時

代の撮影と考えられ、石垣が 7 段分、布積で築造され、その上に石垣と並行して墓地を囲む土塁と柵が

みられる。南東側コーナー部に現状で確認されるコンクリート柵柱は図版 3 の写真内の柵柱と一致する。

敷地全体の状況については、現状の石垣状況や古写真、測量図との比較、トレンチの土層状況から、第 3

保育所の建設の際に敷地全体が拡張されて現在の範囲になったと考えられる。図版 3 の高瀬官軍墓地の

石垣は、一旦解体され、現在の位置で積みなおされているとみられる。敷地南東側の一部のみ、官軍墓地

の本来の石垣が残る範囲が 24 ｍほどである。平面図と土層の状況などから、東方向に 16 ｍ、南方向に

6 ｍほど拡張されているのが推定される。これは保育所敷地確保のためとみられる。

　また、敷地周辺での確認遺物は以下のとおり。

・墓石残欠

近衛歩兵陸軍兵卒　高橋博行（吉次戦で負傷後、高瀬病院で死亡）

東京鎮台陸軍伍長　渡部秀吉（同上）

近衛歩兵　堺縣出身（名簿では３人が該当し、個人名特定困難）

兵卒の台座約１０基（完形）　下士官（軍曹・伍長）墓石根本部分	

警視局（植木口警視）巡査の墓石（幅２０㎝で頂部が蒲鉾型）

墓石周囲の縁石（北側崖裏に多数積載）

　　　

○　敷地内での確認遺構

・北側端の石垣遺構（４段残存）

・北東側に墓地敷地を囲む石塀（土塁）跡、一部コンクリート柵柱 ( 古写真と一致）

○　官軍墓地以前の遺構

・官軍墓地の造営は明治 10 年で、それ以前は「清源寺」若しくは「願行寺」の境内。さらにその前は、

保田木城跡の範囲にあたる。

・中世～近世と考えられる溝状遺構とピット数基確認。

・溝状遺構の埋土上層は、墓地造営の直前に埋めたと判断。

第３節　平成 27～ 28年度の調査
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第Ⅳ章　熊本県玉名市高瀬官軍墓地出土の近代人骨
松下真実 * 松下孝幸 **

【キーワード】：熊本県、近代人骨、西南戦争、男性、低身長

はじめに

　熊本県玉名市高瀬町 338-1 に所在する高瀬官軍墓地において高瀬官軍墓地公園整備工事ための確認調

査が 2014（平成 26）年度におこなわれた。調査地点は官軍墓地内の東側半分であるが、トレンチや墓坑

から人骨が出土した。西南戦争において 1877（明治 10）年 2 月 25 日から 27 日は高瀬が戦場となり（高

瀬の戦い）、多くの戦死者が出た。この高瀬の戦いの戦死者のほとんどは南関の官軍墓地に埋葬され、高

瀬官軍墓地への埋葬者は 3 月 3 日から 4 月 9 日までの吉次峠戦、田原坂などの戦死者が多く、合志郡や

菊池郡での戦死者も数人埋葬されているという。墓地の造営は 1878（明治 11）年におこなわれ、その後

1961（昭和 36）年に改葬されている。

　今回のトレンチ調査では埋葬状態を保った人骨、それに近い状態の人骨、撹乱を受けている人骨が出土

し、墓坑からは埋葬人骨が検出された。墓坑は多数検出されたが、今回発掘されたのは１基のみである。

　なお、本人骨を近世人骨とするか近代人骨するか、判断に迷った。近世（江戸時代）に生まれ、近世中

に死亡したのなら、文字どおり、近世に生活していたことになり、近世人として迷うことはないが、本例

は西南戦争での戦死者である。被葬者の年齢から考えて、生まれたのは（生年）は近世の終わり頃で、死

亡したのは明治 10（1877）年である。生年を基準とするか、死亡年をとるか、または生存していた期間

の長い方をとるか、決めておかねばならない。本稿では墓地が営まれた時代、すなわち死亡した年を、被

葬者の所属時代とすることにした。しかし、前述しているとおり、被葬者の生年は江戸時代末頃であるこ

とに注意しておきたい。従って、本稿では近世人と近代人と比較してその形質を検討してみた。

　近世人骨の出土数は地域によって偏りが大きく、関東地方は出土数が比較的多い地域である。また、福

岡県北九州市では近世墓の発掘調査が積極的におこなわれ、近世人骨の出土量も増えており、当時の都市

部に住む人々や、武家層の形質的特徴が明らかになってきている。近年では山口県の東部、中部、西部で

比較的保存状態が良好な近世人骨の資料が揃いつつあり、山口県全体での近世人の形質的研究が可能に

なった（松下真実、2013）。

　熊本県内での近世人骨については、熊本市の花岡山・万日山遺跡群（第 1 次調査智照院細川家墓所）（松

下・他、2008）、国分寺跡 19 次調査区（松下・他、2010）、飛田遺跡群から出土している。その他、八

代市川田京坪遺跡（松下・他、1980a）、興善寺町四郎丸遺跡（松下・他、1980b）、五木村頭地Ｂ遺跡（松

下、1999a）、錦町蔵城遺跡（松下、1999b）、南関町鷹ノ原城跡（松下、2003）、相良村野原遺跡（松下、

2006）、天草市（旧牛深市）の桑島遺跡（立志、1970、脇、1970）からも近世人骨が出土している。野

原遺跡からは近世人骨の他に、近代、現代人骨も出土しており、熊本市の大江遺跡群第 68 次調査区（松下、

2002）、出水国府跡（松下真実・他、2008）、本庄遺跡 1104 調査地点（松下・他、2013）からは近代人

骨が、花岡山・万日山遺跡群（P-193）からは近世から近代にかけての人骨が出土している。なお、本庄

遺跡 1104 調査地点からは、300 体を超える人骨が出土しており、近代の資料としては極めて貴重である。

* Masami　MATSUSHITA、** Takayuki　MATSUSHITA

NPO 法人　人類学研究機構
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図 1.　遺跡の位置 (1/25,000)
(Fig.1 Location of the Takase imperial army tomb, Tamana City, Kumamoto Prefecture)
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　本墓地から出土した近代人骨は、改葬された際に撹乱を受けるなどして、保存状態は必ずしも良好なも

のではないが、人類学的観察や計測をおこなったので、その結果を報告しておきたい。

資　料

　今回の調査で検出し、取り上げた人骨は表 1 に示すとおり、8 体であるが、表 2 に示す人骨のうち

ST-3 のみが墓坑から出土した人骨で、残りの７体はトレンチ調査で検出された人骨である。トレンチ調

査区から出土した人骨のうち、ST-1 は以前の改葬時には改葬されなかったとみられ、ほぼ埋葬状態を保っ

て検出されたが、そのほかの ST-2,4,5,6 は改葬時に取り残された人骨である。この 4 体分の人骨はかなり

撹乱されていたが、残存していたのが下肢骨だったために現場で個体毎に分けることが可能であった。ま

た、ST-7 はトレンチの壁に一部が露出していたので、その部分のみを取り上げた。ST-3 は墓坑から検出

された人骨である。この人骨も改葬されていなかったようで、人骨が埋葬された姿勢を保った状態で検出

された。後述しているように墓坑に頭から入れられた姿勢であった。

　8 体のうち、性別が判別できたのは６体のみで、残りの２体については人骨の保存状態が著しく悪かっ

たので、性別を明らかにすることができなかった。なお、今回の人骨群のなかには明らかに女性と思われ

る人骨や未成人骨（幼小児・成年）は含まれていなかった。

　計測方法は、Martin-Saller（1957）によったが、脛骨の横径はオリビエの方法で計測した。なお、年齢

区分に関しては表３の基準のとおりである。

表 1  資料数 （Table １.　Number of materials）
成人 幼小児 合計

男性 女性 不明
６ ０ ２ ０ ８

表２　人骨一覧（Table 2.　List of skeletons）
人骨番号 性別 年齢 備考（埋葬姿勢など）
Ｓ T －０１（26-1T） 男性 壮年 仰臥
Ｓ T －０１a（26-1T） 不明 不明 側頭骨、下顎骨の一部と遊離歯のみ
Ｓ T －０２（26-1T） 男性 壮年 仰臥
Ｓ T －０３（26-5T） 男性 壮年 倒置（頭から入れている）
Ｓ T －０４（26-1T） 不明 不明 埋葬姿勢不明
Ｓ T －０５（26-1T） 男性 不明 埋葬姿勢不明
Ｓ T －０６（26-1T） 男性 不明 埋葬姿勢不明
Ｓ T －０７（26-1T） 男性 不明 一部のみ取り上げ

表３　年齢区分（Table 3.　Division of age）
年齢区分 年齢

未成人 乳児 1 歳未満
幼児 1 歳～ 5 歳 （第一大臼歯萌出直前まで）
小児 6 歳～ 15 歳（第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで）
成年 16 歳～ 20 歳（蝶後頭軟骨結合癒合まで）

成人 壮年 21 歳～ 39 歳（40 歳未満）
熟年 40 歳～ 59 歳（60 歳未満）
老年 60 歳以上

 注）成年という用語については土井ヶ浜遺跡第 14 次調査報告書（1996）を参照されたい。
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資　料

(Fig.2 Regions of preservasion of the skeleton. Shaded sreas are preserved.)

高瀬官軍墓地・ST-4(性別・年齢不明) 高瀬官軍墓地・ST-5(男性・年齢不明) 高瀬官軍墓地・ST-6(男性・年齢不明)

(Fig.2 Regions of preservasion of the skeleton. Shaded sreas are preserved.)

高瀬官軍墓地・ST-4(性別・年齢不明) 高瀬官軍墓地・ST-5(男性・年齢不明) 高瀬官軍墓地・ST-6(男性・年齢不明)

(Fig.2 Regions of preservasion of the skeleton. Shaded sreas are preserved.)

高瀬官軍墓地・ST-1(男性・壮年) 高瀬官軍墓地・ST-2(男性・壮年) 高瀬官軍墓地・ST-3(男性・壮年)

図 2.　人骨の残存図（アミかけ部分）
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所　見

Ⅰ．埋葬姿勢（出土情況）

ＳＴ－１

　トレンチ西端から埋葬姿勢を保った状態で検出された。埋葬姿勢は仰臥。肘関節、膝関節は伸展状態。従っ

て埋葬姿勢は仰臥伸展葬。頭位は北。

　残存していたのは頭蓋、左側の鎖骨と肩甲骨、両側の上腕骨、左側の尺骨、左側寛骨、両側の大腿骨、

左側の脛骨と腓骨である。右側は ST-02 の下腿の骨の下になっており、保存状態はきわめて悪い。左側上

腕骨はやや上層から検出されており、左側寛骨も内側へ押されていることから、左側部は重機による撹乱

があったようである。保存状態はよくない。

ＳＴ－２

　トレンチ調査区内から出土した人骨。ST-01 の東隣から検出された。残存状態は悪く、確認できたのは

頭蓋と左側の大腿骨と下腿の骨のみである。左側の下腿の骨は ST-01 の右側下腿にのっており、左側大腿

骨も ST-01 の右側大腿骨の上に乗った状態である。ST-01 と左側部が重なる状態で埋葬された可能性が強

い。

ＳＴ－３

　この人骨は円柱形の墓坑から検出された人骨である。頭から遺体を突っ込んだように下腿の骨が上層に

あって大腿骨がななめ下方にあった。膝関節は繋がっており伸展状態であった。墓坑の下層から頭蓋と上

腕骨を検出した。結局、墓坑が２段になっており、下層に頭蓋と上腕骨が入っていて、上層には下半身が

斜めになるようにして入れられていたことが判明した。残存状態が悪かったので、上半身と下半身とがつ

ながっていたのかどうか、定かではない。

Ｓ T －４

　撹乱された下肢骨が残存していた。人骨の出土情況から推測して埋葬地点は大きくは動いていないと思

われる。撹乱を受けているので、埋葬姿勢は定かではない。

Ｓ T －５

　本例も、撹乱された下肢骨が残存していた。本例も埋葬地点から動いていないと思われる。撹乱を受け

ているので、埋葬姿勢は定かではない。

Ｓ T －６

　本例も、撹乱された下肢骨などが残存していた。埋葬地点から大きくは動いていないと思われる。撹乱

を受けているので、埋葬姿勢は定かではない。

Ｓ T －７

　トレンチの東壁に入っていた人骨である。一部（寛骨）を取り上げたに過ぎない。埋葬姿勢などは不明

である。

Ⅱ．人骨の形質

　各人骨の残存部は図２に示すとおりである。また、各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

ＳＴ－１（男性・壮年）

　墓地の改葬時に、改葬されなかった人骨である。

１．頭蓋
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所　見

（１）脳頭蓋

　左側 1/3 を欠損している。骨壁は薄い。外後頭隆起の発達はそれほどよくないが、乳様突起はやや大きい。

外耳道は両側とも観察できたが、左右とも骨種は認められない。縫合は、三主縫合とも内外両板が開離し

ているが、矢状縫合の外板には一部癒合がみられる。脳頭蓋の計測はできないが、観察したところ、頭型

は中頭型と思われる。

（２）顔面頭蓋

　顔面頭蓋は、ほとんど残存していない。

２．歯

　上顎骨と下顎骨の一部には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ １ ／ ／ ４ ／ ６ ７ ８
／ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ／

〔● : 歯槽閉鎖　〇 : 歯槽開存　／：不明　▽：先天性欠損、番号は歯種〕 

〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼

歯、８：第三大臼歯〕

　咬耗度は Broca の１度（咬耗がエナメル質のみ）で、咬耗は弱い。歯の咬合形式は不明である。なお、

上顎の両側中切歯と右側側切歯および下顎の両側側切歯には不自然な咬耗がみられる。上顎の両側中切歯

の歯冠は正中側が強く咬耗しているが、対向する下顎中切歯には異常な咬耗痕はなく、むしろ側切歯の歯

冠の遠心側が両側とも強く咬耗している。この咬耗は食生活に伴う自然な咬耗とは考えにくい。日常的に

前歯を食物を咀嚼する以外の目的に使用していた可能性がある。

３．四肢骨

（１）上肢骨

　鎖骨（左）、肩甲骨（左）、上腕骨（両側）、尺骨（左）が残存していた。

①上腕骨

　両側の骨体が残存していたが、保存状態はよくない。計測はできないが、骨体の径はやや大きそうであ

る。三角筋粗面の発達程度は不明である。

（2） 下肢骨

　寛骨、大腿骨、脛骨および腓骨が残存していた。

①寛骨

　右側腸骨の一部が残存していた。大坐骨切痕の角度は不明である。

②大腿骨

　左右とも残存していたが、左側の方が保存状態がよい。骨体の径はやや大きい。粗線の発達はきわめて

悪いが、骨体は前面が盛り上がったような形態をしている。また、転子間線の下部が異常に発達している。

骨体上部の様態は不明である。

　計測値は、骨体中央矢状径が 29mm（左）、横径は 27mm（両側）で、骨体中央断面示数は 107.41（左）

となり、示数値は 100.00 を超えるが、これは骨体両側面が後方へ延伸しているためではなく、前面が盛

り上がっているために示数値が大きくなっている。骨体中央周は 89mm（左）で、骨体は太い。

③脛骨

　両側とも残存していたが、左側の方が保存状態は良好である。長さは長いものではないが、骨体の径は
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大きく、ヒラメ筋線の発達もやや良好である。左側骨体の断面形はヘリチカのⅤ型を呈している。

　計測値は、脛骨最大長が 327mm（左）、骨体周は 87mm（左）、最小周は 75mm（左）で、骨体は大きい。

中央最大径は 32mm（左）、中央横径は 22mm（左）で、中央断面示数は 68.75（左）となり、骨体はや

や扁平である。

④腓骨

　観察できたのは左側のみである。緻密質が剥落しており計測はできないが、径はやや小さい。

４．推定身長値

　左側の脛骨最大長から、藤井の公式を用いて推定身長値を算出すると、154.71cm（藤井）となり、低

身長である。

５．性別・年齢

　上腕骨、大腿骨、脛骨の径が大きいことから、性別を男性と推定した。年齢は、三主縫合の内外両板が

まだ開離していることから壮年と思われる。

ＳＴ－１a（性別・年齢不明）

　ST-1 とは別個体の下顎骨片と遊離歯、および左右の側頭骨岩様部が残存していた。残存歯を歯式で示

すと、次のとおりである。

／ ７ ６ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ４ ／ ６ ／ ／
／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ５ ６ ７ ／

〔● : 歯槽閉鎖　〇 : 歯槽開存　／：不明　▽：先天性欠損、番号は歯種〕

〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼

歯、８：第三大臼歯〕

　性別・年齢は不明である。

ＳＴ－２（男性・壮年）

　改葬の対象になったと思われ、残存量は少ない。

１．頭蓋

　後頭骨と右側頭頂骨のそれぞれ一部が残存していたに過ぎない。骨壁はかなり薄い。ラムダ縫合の右側

部の一部が観察できたが、内外両板とも開離している。

２．歯

　遊離歯が残存していた。残存歯を歯式で示すと、次のとおりである。

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ １ ／ ／ ３ ／ ／ ６ ７ ／
／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ６ ７ ／

〔● : 歯槽閉鎖　〇 : 歯槽開存　／：不明　▽：先天性欠損、番号は歯種〕    

〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼

歯、８：第三大臼歯〕

　咬耗度は Broca の１度（咬耗がエナメル質のみ）で、咬耗は弱い。歯の咬合形式は不明である。

３．四肢骨

　左側上腕骨、左側大腿骨の観察ができた。
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所　見

①上腕骨

　左側骨体は計測はできないが、径はやや大きく、前面が高い形状をしているのが特徴的である。

②大腿骨

　左側骨体の観察ができた。緻密質の剥落が著しく、計測はできないが、骨体の矢状径はかなり大きく、

骨体は太い。粗線の発達はよくないようである。

４．性別・年齢

　上腕骨と大腿骨の径が大きいことから、性別を男性と推定した。年齢は観察できたラムダ縫合の一部が

まだ内外両板とも開離していることから推測すれば、壮年ということになろう。

ＳＴ－３（男性・壮年）

　円柱形の墓坑から検出された人骨である。逆さまの状態で墓坑に入れられていた。下肢骨は埋葬された

姿勢で検出され、墓坑底から頭蓋と上腕骨が出土した。保存状態は悪く、観察できたのは頭蓋の一部、左

側上腕骨、両側の大腿骨と脛骨のみである。

１．頭蓋

　頭頂骨や側頭骨が残存していた。骨壁はかなり薄い。右側外耳道の観察ができたが、骨腫は存在しない。

冠状縫合の観察ができたが、内外両板は開離している。

２．歯

　遊離歯が残存していた。残存歯を歯式で示すと、次のとおりである。

８ ７ ６ ／ ４ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ４ ／ ６ ７ ８
８ ７ ６ ５ ４ ／ ／ ／  ／ ／ ／／ ５ ６ ７ ８

〔● : 歯槽閉鎖　〇 : 歯槽開存　／：不明　▽：先天性欠損、番号は歯種〕    

〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼

歯、８：第三大臼歯〕

　咬耗度は Broca の１度（咬耗がエナメル質のみ）で、咬耗は弱い。歯の咬合形式は不明である。

３．四肢骨

　上腕骨、大腿骨、脛骨が残存していた。

①上腕骨

　右側骨体が残存していた。緻密質が剥落しており、計測はできないが、骨体の径はやや大きく、扁平で

ある。

②大腿骨

　両側骨体が残存しているが、保存状態は悪い。計測はできないが、骨体はあまり大きくはない。

③脛骨

　両側の骨体が残存している。緻密質の剥落が著しく、計測はできないが、径は大きくはなさそうである。

４．性別・年齢

　大腿骨と脛骨の径はあまり大きくはないが、上腕骨体がやや大きいことから、性別を男性と推定した。

年齢は観察ができた冠状縫合の内外両板が開離していることから、壮年と思われる。

ＳＴ－４（性別・年齢不明）
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　残存していたのは遊離歯と下肢骨のみであったが、観察ができたのは大腿骨のみである。

１．歯

　遊離歯が残存していた。残存歯を歯式で示すと、次のとおりである。

／ ／ ６ ／ ４ ３ ２ ／ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
／ ／ ６ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

〔● : 歯槽閉鎖　〇 : 歯槽開存　／：不明　▽：先天性欠損、番号は歯種〕    

〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼

歯、８：第三大臼歯〕

　咬耗度は Broca の１度（咬耗がエナメル質のみ）で、咬耗は弱い。歯の咬合形式は不明である。

２．四肢骨

①大腿骨

　両側の骨体が残存していたが、緻密質がかなり剥落し、さらに乾燥によって、変形している。骨体の径

は小さくはなかったようである。

３．性別・年齢

　人骨の残存状態が悪いので、性別を推測する決め手を欠いている。年齢も不明である。

ＳＴ－５（男性・年齢不明）

　尺骨（左）、上腕骨（左）、大腿骨（右）が残存していた。尺骨（左）は骨体近位部が残存していたが、

後面などを破損しており、計測はできない。

①上腕骨

　左側骨体が残存していた。緻密質を欠損しているので、計測はできないが、前面が隆起し骨体の径は大

きい。

②大腿骨

　右側骨体が残存している。外側面の一部を欠損しているので、正確な計測はできないが、その径は小さ

くはない。粗線の発達はよくない。

③性別・年齢

　性別は上腕骨体の径がやや大きいことから男性と推定した。年齢は不明である。

ＳＴ－６（男性・年齢不明）

　両側の大腿骨と脛骨が残存していたに過ぎない。

①大腿骨

　両側の骨体が残存していたが、外側面を破損しており、正確な計測ができないが、骨体の径はあまり大

きいものではない。粗線の発達は良好で、骨体両側面も後方へ伸展している。骨体上部の計測ができた。

骨体上横径は 27mm（左）、骨体上矢状径は 23mm（左）で、上骨体断面示数は 81.48（左）となり、骨

体上部の扁平性は弱い。

②脛骨

　両側の骨体が残存していたが、保存状態は悪い。左側のヒラメ筋線の発達は良好であるが、骨体の径は

大きいものではない。
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要　約

③性別・年齢

　残存している四肢骨の径はけっして大きくはないが、大腿骨の両側面が後方へ発達していることから男

性と推定してもよさそうである。年齢は不明である。

ＳＴ－７（男性・年齢不明）

　左側腸骨の大坐骨切痕部のみを採取した。遺骨の大部分はまだ埋まっていると思われる。大坐骨切痕部

の角度は小さい。このことから性別を男性と推定したが、年齢は不明である。

考　察

　計測ができたのはわずか１体（ST-1）のみであったが、熊本県内などの資料と比較してみた。

１．大腿骨

　表 4 は大腿骨の比較表である。ST-1 の骨体中央周は 89mm で、この計測値は大きい方で、表４では出

水国府跡に次いで大きく、鷹ノ原城に近く、骨体の径は大きい。骨体中央断面示数は 107.41 となり、西

北九州に次いで大きく、桑島とほぼ同値であるが、所見の項で指摘してるように、本例は骨体の両側面へ

の後方への発達はみれらず、骨体前面が隆起しているために示数値が大きくなっている。

２．脛骨

　表 5 は大腿骨の比較表である。ST-1 の脛骨最大長は 327cm で、表 5 では最小値となり、脛骨の長さは

短い。骨体周は 87mm で、表 5 では最大となり、骨体の径は大きい。中央断面示数は 68.75 で、出水国

府跡に次いで小さく、骨体はやや扁平である。

３．推定身長値

　表 6 は推定身長の比較表である。脛骨最大長から算出した ST-1 の推定身長値は 154.71cm で、男性と

してはかなり身長が低い。この値は表 6 では最小値を示し、大江 68 次の平均値 156.74cm よりも低く、

おそらく大腿骨からの推定値も低い値であることが予測される。

要　約

　熊本県玉名市高瀬町 338-1 に所在する高瀬官軍墓地における確認調査で、トレンチ調査区と墓坑の一

部から人骨が検出された。改葬による撹乱などで人骨の保存状態はかならずしもよくはないが、改葬され

なかった人骨は比較的よく残っていた。人骨の検出状態を観察し、人骨の計測や観察をおこない、以下の

結果を得た。

１．今回検出された人骨は合計 8 体分で、トレンチ調査区から 7 体分の人骨と歯が、墓坑からは 1 体分

の人骨が検出さた。8 体のうち性別を推測できたのは 6 体で、すべて男性である。明らかな女性骨と

未成人骨は存在しなかった、

２．トレンチ調査区からは改葬されていなかった人骨が出土した。その埋葬姿勢は仰臥伸展葬であるが、

他の 6 体は改葬時に撹乱を受けており、埋葬姿勢を明らかにすることができなかった。墓坑からは、

上層から膝を伸展した状態の下肢骨が、墓底からは頭蓋が検出された。人骨の検出状況から　被葬者

は頭から墓坑へ逆さまの状態にして納められたようである。

３．頭蓋は破損が激しく、頭型や顔面の特徴を知ることはできなかった。6 体の四肢骨の観察ができた。

そのうちの 2 体の大腿骨と脛骨は大きいが、その他はそれほど大きいものではない。
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４．脛骨から算出した推定身長値は 154.71cm で、かなりの低身長である。

５．8 体分の人骨や歯が残存していたが、頭蓋や四肢骨の観察ができたのは 6 体分である。被葬者の頭蓋

壁は一様に薄く、また、四肢骨もそれほど大きいものではなく、年齢はかなり若いことが推測される。

被葬者は西南戦争に徴用された官軍の兵士と思われるが、戦場の最前線に送られたのは人骨の性状か

ら推測して、まだ成長しきっていない 20 代前半の若者だったようである。
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高瀬官軍墓地 ST-1( 男性・壮年 )
( ST-1 Takase imperial army tomb, young adult male )

頭蓋側面 (Lateral view of the skull) 歯 (The teeth)

四肢骨 (The limb bones) 頭蓋・四肢骨 ( The skull, limb bones )
高瀬官軍墓地 ST-1( 男性・壮年 )

( ST-1 Takase imperial army tomb, young adult male )
高瀬官軍墓地 ST-2( 男性・壮年 )

( ST-2 Takase imperial army tomb, young adult male )
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頭蓋・四肢骨 ( The skull, limb bones ) 下肢骨 ( Bones of the lower limb )
高瀬官軍墓地 ST-3( 男性・壮年 )

( ST-3 Takase imperial army tomb, young adult male )
高瀬官軍墓地 ST-4( 性別・年齢不明 )

( ST-4 Takase imperial army tomb, sex and age are unknown )

四肢骨 ( The  limb bones ) 下肢骨 ( Bones of the lower limb )
高瀬官軍墓地 ST-5( 男性・年齢不明 )

( ST-3 Takase imperial army tomb, male unknown age )
高瀬官軍墓地 ST-6( 男性・年齢不明 )

( ST-6 Takase imperial army tomb, male unknown age )
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表７　脳頭蓋（㎜）（Calvaria）
高瀬官軍墓地

ST-1
男性

1. 頭蓋最大長 -
8. 頭蓋最大幅 -
17. バジオン・ブレグマ高 -
8/1 頭蓋長幅示数 -
17/1 頭蓋長高示数 -
17/8 頭蓋幅高示数 -
1+8+17/3 頭蓋モズルス -
5. 頭蓋底長 -
9. 最小前頭幅 -
10. 最大前頭幅 -
11. 両耳幅 -
12. 最大後頭幅 -
13. 乳突幅 -
7. 大後頭孔長 -
16. 大後頭孔幅 -
16/7 大後頭示数 -
23. 頭蓋水平周 -
24. 横弧長 -
25. 正中矢状弧長 -
26. 正中矢状前頭弧長 -
27. 正中矢状頭頂弧長 127
28. 正中矢状後頭弧長 -
29. 正中矢状前頭弦長 -
30. 正中矢状頭頂弦長 114
31. 正中矢状後頭弦長 -
29/26 矢状前頭示数 -
30/27 矢状頭頂示数 89.76
31/28 矢状後頭示数 -

表８　大腿骨（㎜）（Femur）
高瀬官軍墓地

ST-1
男性

1. 最大長 （右） -
　　　 （左） -

2. 自然位全長 （右） -
　　　　　 （左） -

3. 最大転子長 （右） -
　　　　　 （左） -

4. 自然位転子長 （右） -
　　　　　　 （左） -

6. 骨体中央矢状径 （右） -
　　　　　　　 （左） 29

7. 骨体中央横径 （右） 27
　　　　　　 （左） 27 

8. 骨体中央周 （右） -
　　　　　 （左） 89

9. 骨体上横径 （右） -
　　　　　 （左） -

10. 骨体上矢状径 （右） -
　　　　　　 （左） -

15. 頚垂直径 （右） -
　　　　 （左） 33

16. 頚矢状径 （右） -
　　　　 （左） 26

17.　 頚周 （右） -
　　 （左） 101

18. 頭垂直径 （右） -
　　　　 （左） -

19. 頭横径 （右） -
　　　 （左） 45

20.　 頭周 （右） -
　　 （左） -

21. 上顆幅 （右） -
　　　 （左） -

8/2 長厚示数 （右） -
　　　　 （左） -

6/7 骨体中央断面示数 （右） -
　　　　　　　　 （左） 107.41 

10/9 上骨体断面示数 （右） -
　　　　　　　 （左） -
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表９　脛骨（㎜）（Ｔｉｂｉａ）
高瀬官軍墓地

ST-1
男性

1. 脛骨全長 （右） -
　　　　 （左） -

1 ａ . 脛骨最大長 （右） -
　　　　　 （左） 327      

1 ｂ . 脛骨長 （右） -
　　　 （左） -

2. 顆距間距離 （右） -
　　　　　 （左） 311      

3. 最大上端幅 （右） -
　　　　　 （左） -

3 ａ .　 上内関節面幅 （右）　 -
　　　　　　 （左） -

3b. 上外関節面幅 （右） -
　　　　　　 （左） -

4 ａ . 上内関節面深 （右） -
　　　　　　 （左） -

4 ｂ . 上外関節面深 （右） -
　　　　　　 （左） -

6. 最大下端幅 （右） -
　　　　　 （左） -

7. 下端矢状径 （右） -
　　　　　 （左） -

8.　 中央最大径 （右） -
　　　　　 （左） 32      

8 ａ . 栄養孔位最大径 （右） -
　　　　　　　 （左） 35      

9. 中央横径 （右） -
　　　　 （左） 22      

9 ａ . 栄養孔位横径 （右） -
　　　　　　 （左） 25      

10. 骨体周 （右） -
　　　 （左） 87      

10 ａ . 栄養孔位周 （右） -
　　　　　 （左） 94      

10 ｂ . 最小周 （右） -
　　　 （左） 75      

9/8. 中央断面示数 （右） -
　　　　　　 （左） 68.75  

9 ａ /8 ａ　 栄養孔位断面示数 （右） -
　　　　　　　　 （左） 71.43  

10 ｂ /1 長厚示数 （右） -
　　　　 （左） -

表 10  推定身長値（㎝）（Ｓｔａｔｕｒｅ）
高瀬官軍墓地

ST-1
男性

Ｐｅａｒｓｏｎの式 上腕骨　( 右 ) -
　　　 　( 左 ) -
橈骨　　 ( 右 ) -
　　　　 ( 左 ) -
大腿骨　( 右 )　 -
　　　 　( 左 ) -
脛骨 　　( 右 )　 -
　　　 　( 左 ) -

藤井の式 上腕骨　( 右 ) -
　　 　( 左 ) -
橈骨　　 ( 右 ) -
　　 　　( 左 ) -
大腿骨　 ( 右 )　 -
　　　　 ( 左 ) -
脛骨 　　( 右 )　 -
　　 　　( 左 ) 154.71

表 11  形態小変異 (Non-metoric crania variants)
高瀬官軍墓地

ST-1
男性

右 左
1. Medial palatine canal( 内側口蓋管 ) / /
2. Pterygospinous foramen( 翼棘孔 ) / /
3. Hypoglossal canal bridging( 舌下神経管二分 ) / /
4. Clinoid bridging( 床状突起間骨橋 ) / /
5. Condylar canal absent( 顆間欠如 ) / /
6. Tympanic dehiscence,Foramen of Huschke(>1㎜ ) - -

( ﾌｼｭｹ孔､ 鼓室骨裂孔 )
7. Jugular foramen bridging / /
8. Precondylar tubercle / -
9. Supra-orbital foramen(incl.frontal foramen)( 眼窩上孔 ) / /
10. Accesory infraorbital foramen( 副眼窩下孔 ) / /
11. Zygo-facial foramen absent - /
12. Aural exostosis( 外耳道骨腫 ) - -
13. Metopism( 前頭縫合 ) -
14. Os incae( ｲﾝｶ骨 ) -
15. Ossicle at the lambda( ﾗﾑﾀﾞ小骨 ) -
16. Parietal notch bone( 頭頂切痕骨 ) - /
17. Transverse zygomatic suture(>5㎜ ) / /
18. Asterionic ossicle + /
19. Occipitomastoid ossicle / /
20. Epipteric ossicle   / /
21. Frontotemporal articulation / /
22. Biasterionic suture(>10㎜ ) / /
23. Mylohyoid bridging( 顎舌骨筋神経溝骨橋 ) / /
24. Accessory mental foramen( 副ｵﾄｶﾞｲ孔 ) / /
25. Mandibular torus( 下顎隆起 ) / /
26. 滑車上孔 ( 上腕骨 ) / -

〔 present :+ ,  absent : - ,  unobservale : / 〕
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第Ⅴ章　調査の総括

　今回の調査によって、高瀬官軍墓地の埋葬状況が判明し、その内容と高瀬町に設置された繃帯所や病院

の状況から、西南戦争初期の頃の救護体制の状況をうかがうことができる。

　西南戦争時に造営された官軍墓地については、八代市の若宮官軍墓地の調査が先行研究として挙げられ

る。調査では、敷地全体で等間隔に墓坑が掘られ、埋葬されていた状況であったが、高瀬官軍墓地は、墓

坑はあるものの全体的に墓坑が配置されているわけではなく、一部の範囲で埋葬されている状況であるこ

とが判明した。記録上の埋葬者数に対して明らかに墓坑数が少なく、実際に埋葬されている数はきわめて

限定的とみられる。戦場での戦死者と高瀬全体での各病舎で死亡し、各所に葬られた者も含め、一括して

高瀬官軍墓地に墓碑が整備されたと考えられる。また、昭和の改葬に当たっても、全ての墓坑が改葬され

たわけではなく、まだ墓坑と遺骨が残っているため、墓地としてこれからも管理する必要がある。

　熊本県内の官軍墓地の現状を第 7 表にまとめた。ほぼ墓地造営当時からそのままの状態で保存された

墓地から、改葬され実態把握が不可能な墓地まで、各墓地ごとで保存状態が多様である。保存状態がよく

規模も大きい高月官軍墓地や宇蘇浦官軍墓地は国の史跡として指定されている。ほぼ同様な状態の官軍墓

地である七本官軍墓地や、城ノ原官軍墓地、肥猪町官軍墓地、明徳官軍墓地では熊本県指定や各市町指定

となっている。

　玉名市指定史跡の高瀬官軍墓地は、埋葬者数は熊本県内での 3 番目に多い 395 名であったが、改葬さ

れて造営当時の状況から大きく改変されてはいるものの、墓坑がまだ一部保存されおり、官軍墓地として

の歴史的価値を損ねるものではない。また埋葬状況が把握できた意義は大きく、墓碑が建って掘削調査が

困難な高月官軍墓地や宇蘇浦官軍墓地などの墓地造営状況を推測できる調査事例となることが考えられ

る。加えて延久寺を中核とした高瀬における医療体制の状況を踏まえると、今回の調査は、西南戦争の初

期における医療、救護から戦死、埋葬体制まで一連の体制を推察できる貴重な事例となった。

　平成 21 年度に植木町・玉東町西南戦争遺跡群連携保存活用協議会が発足し、西南戦争に関連する遺跡

を国の史跡として指定する取り組みが行われ、平成 24 年度に「西南戦争遺跡」として指定された。近代

以降の戦争遺跡が指定された点、植木町（平成 22 年に熊本市と合併）と玉東町が連携して進められた点

で評価される。高瀬の戦いや高瀬官軍墓地については、国の史跡に指定されている西南戦争遺跡と強い関

連性があり、一括して捉えることで、歴史的な価値付けがより一層深まることが期待できる。さらに史跡

の活用の面に関しても、植木町・玉東町西南戦争遺跡群連携保存活用協議会で毎年史跡ウォーキングや歴

史講座などが行われており、玉名地域まで対象範囲を広げることで、さらなる効果的な活用が見込まれる

ため、今後検討が必要である。
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№ 名称 所在地 墓数 指定区分 状態
1 高月官軍墓地 玉名郡玉東町木葉 679 番地、680 番地 980 国 良好
2 宇蘇浦官軍墓地 玉名郡玉東町木葉 903 番地 1 399 国 良好
3 七本官軍墓地 熊本市北区植木町轟 2105 300 県 良好
4 高瀬官軍墓地 玉名市高瀬 395 市 改葬、合祀塔
5 城ノ原官軍墓地 玉名郡南関町南関 1063 77 県 良好
6 肥猪官軍墓地 玉名郡南関町肥猪町 216、217 番地 180 県 良好
7 下岩官軍墓地 玉名郡和水町岩河井ヶ浦 150 良好
8 明堂陸軍墓地 山鹿市山鹿字　明堂 153 合葬
9 月見殿官軍墓地 菊池市隅府月見殿 100 改修

10 明徳官軍墓地 熊本市北区北部町明徳 1277 番地 4 123 市 良好
11 寄鶴官軍墓地 熊本市北区北部町明徳 1277 番地 4 30 明徳官軍墓地に合葬
12 小峰官軍墓地 熊本市黒髪 4-10 71 合葬、忠魂塔
13 花岡山陸軍埋葬地 熊本市横手 2-13 1 良好
14 城山上代官軍墓地 熊本市城山上代町北浦 1100 7 改修
15 若宮官軍墓地 八代市塩屋町 10-35 392 合葬、記念碑
16 横手官軍墓地 八代市大手町 270 若宮官軍墓地と合葬
17 永尾官軍墓地 宇土郡不知火町永尾 704-6 147 合葬、忠霊塔
18 田浦官軍墓地 芦北郡田浦町田浦 1 良好
19 峰崎官軍墓地 芦北郡芦北町花岡 86 改修
20 陣内官軍墓地 水俣市古城 1-436 42 良好
21 尾の上官軍墓地 牛深市牛深町舟津 1 良好

玉東町教育委員会編 2012『玉東町西南戦争遺跡調査総合報告書』から作成
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第Ⅵ章　資料編

『玉名市史』資料篇 6 より転載
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写 真 図 版

高瀬官軍墓地周辺航空写真（国土地理院蔵 昭和 37 年撮影）



熊本県肥後国玉名郡第七大区八小区高瀬町字北屋敷陸軍埋葬地図（熊本県立図書館蔵）　拡大

図版 1  



熊本県肥後国玉名郡第七大区八小区高瀬町字北屋敷陸軍埋葬地図（熊本県立図書館蔵）　拡大

熊本県肥後国玉名郡高瀬町陸軍墓地内警視局員埋葬略図（熊本県立図書館蔵）　拡大

図版 2  



高瀬官軍墓地古写真（玉名市立歴史博物館こころピア蔵）

高瀬官軍墓地古写真（絵葉書）

図版 3  



高瀬官軍墓地敷地（西から）

高瀬官軍墓地敷地（南から）

図版 4  



高瀬官軍墓地敷地（北西から）

高瀬官軍墓地敷地南東側コーナー部（南東から）

図版 5  



高瀬官軍墓地敷地内（南西から）

高瀬官軍墓地合祀塔

図版 6  



高瀬官軍墓地東側境界（北から）

高瀬官軍墓地北側境界（東から） 高瀬官軍墓地内忠霊塔

図版 7  



26-1T（東から）

26-1T（西から）

26-1T　人骨出土状況（南から）

図版 8  



26-3T（南から）

26-5T 北側（北から）

26-5T 北側（南から）

図版 9  



26-5T  S-3 人骨出土状況

26-5T  S-3 完掘状況

26-5T（左）26-6T（右）

図版 10  



26-5T（左）
26-15T（中）

26-6T（右）

26-7T（南から）

26-10T（北から）

図版 11  



26-13T（北から）

26-14T（東から）

26-14T 石垣検出状況

図版 12  



28-1T（北から）

28-3T（北から）

28-2T 西半分（東から）

28-2T（東から）

図版 13  



28-4T S02 人骨検出状況

28-4T（東から） 28-5T（北から）

図版 14  



28-6T 墓石検出状況（西から） 28-6T 墓石検出状況（東から）

28-7T 遺構検出状況（南から）

図版 15  



28-8T 東側遺構検出状況

28-8T 遺構検出状況

図版 16  



28-9T（西から） 28-10T（南から）

28-11T（東から）

図版 17  



26-1T 埋戻し状況

26-5T、15T 埋戻し状況

26-5T 全体埋戻し状況

図版 18  



光蓮寺移設墓碑

延久寺

西郷小兵衛戦死の地碑

図版 19  



26-1T 出土遺物 26-1T 出土銃弾底部

28-5T S2 出土遺物26-1T、26-5T 出土遺物

26-5T  S03 出土遺物 26-5T  S03 出土遺物

図版 20  



26-15T 出土遺物 26-13T 、26-15T 出土遺物

26-5T 出土遺物 26-6T、26-8T 出土遺物

28-2T　S2 出土遺物 敷地内表採墓石

図版 21  
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